
今月の主な内容

Ｐ2　特集　森林整備のススメ
Ｐ6　 10月21日（日）は
　　  　伊豆市議会議員選挙の投票日です　 
Ｐ8　 平成25年度幼稚園・保育園児
　　  　新規募集と転園希望受付開始
P10　伊豆の魅力を満喫しながら
　　　　Let'sウォーキング
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昔の人の
　知恵ってすごい！
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市
内
に
は
多
く
の
森
林
が
存
在
し
、こ
れ
は
市
民
の
財
産
で
す
。し
か
し
、

間
伐
な
ど
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
森
林
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
の
森
林
を
整
備
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、林
業
に
携
わ
る
人

の
雇
用
を
生
む
よ
う
な
産
業
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、市

内
の
森
林
の
現
状
、変
わ
る
林
業
に
つ
い
て
、ま
た
森
林
整
備
の
実
例
を
挙

げ
、分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎（
７２
）９
８
９
３

市
内
森
林
の
今

　

市
内
に
は
、全
体
面
積
３
６
３
９
７
ｈａ
の
う

ち
森
林
面
積
が
８２
％
を
占
め
、多
く
の
森
林

資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
人
工
林
の
大
部
分
は
、昭
和
２０
年

か
ら
３０
年
代
に
植
林
さ
れ
、ス
ギ
は
４０
年
以

上
、ヒ
ノ
キ
は
４５
年
以
上
経
過
し
て
材
木
と

し
て
利
用
で
き
る
時
期
を
迎
え
た
森
林
が
増

え
て
い
ま
す（
表
１
参
照
）。

　
一
方
で
林
業
の
衰
退
や
森
林
所
有
者
の
高

齢
化
な
ど
に
よ
る
間
伐
の
遅
れ
な
ど
、手
入
れ

の
進
ま
な
い
森
林
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、保
有
山
林
面
積
規
模
別
林
家
数
を

見
て
み
る
と
１
〜
５
ha
の
林
家
数
が
全
体
の

約
８０
％
を
占
め
て
い
ま
す（
表
２
参
照
）。

間
伐
木
を
売
る『
利
用
間
伐
』

　
木
材
価
格
の
低
迷
か
ら
、木
材
を
搬
出
し

て
市
場
な
ど
で
売
却
し
て
も
、赤
字
に
な
っ

て
し
ま
う
と
の
心
配
も
あ
り
、山
に
手
を
か

け
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
人
が
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
市
内
の
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
林
の
ほ
と
ん
ど
が
利

用
可
能
な
林
齢
を
迎
え
て
お
り
、
こ
の
木
の

一
部
を
間
伐
し
て
売
り
、そ
の
代
金
を
間
伐
費

用
に
充
て
る
方
法
が『
利
用
間
伐
』で
す
。

　
こ
の『
利
用
間
伐
』に
は
、現
在
、国
、県
、市

の
補
助
金
が
あ
り
、林
業
事
業
者
の
工
夫
や

所
有
面
積
の
少
な
い
林
家
の
山
林
を
ま
と
め

る（
集
約
化
）な
ど
の
努
力
に
よ
り
低
コ
ス
ト

で
の
林
業
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、森
林
整
備
が

進
め
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

総数 1～10年
経過

11～20年
経過

51年以上
経過

41～50年
経過

31～40年
経過

21～30年
経過

民有林

うちスギ

人工林

うちマツ

うちヒノキ

天然林

21,295

9,665

578

6,049

4,635

11,630
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―
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―
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130

816
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161

2,689

1,602

4,466

11,757

5,919

416
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5,838

表１　市内の民有林の林齢別面積

伐期齢（４１年）以上を経過している民有林は全体の約90％を占めています！
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表２　市内の保有山林面積規模別林家数

Point

Point

変
わ
る
林
業

○
林
業
事
業
者
へ
の
期
待

　
国
は
、森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業

（
国
庫
補
助
）を
中
心
に
、集
約
化
や
森
林

内
の
路
網
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
森
林
整
備
補
助
金
制
度
は
、間

伐
材
の
利
用
に
関
係
な
く
、保
育
間
伐（
切

り
捨
て
間
伐
）に
つ
い
て
も
、計
画
を
作
成
し

て
実
施
す
れ
ば
補
助
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ

れ
が
、本
年
度
か
ら
は
、間
伐
を
実
施
し
、搬

出
し
た
間
伐
材
の
量
に
応
じ
て
補
助
金
が
支

出
さ
れ
る
仕
組
み
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、森
林
所
有
者
で
な
く
て
も
、林
業
事

業
者
が
、森
林
整
備
の
計
画
の
策
定
や
補
助

金
の
申
請
を
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、林
業
事
業
者
が
積
極
的
に

森
林
所
有
者
の
同
意
を
ま
と
め
、間
伐
な
ど

の
森
林
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

○切り捨ての『保育間伐』が中心
※『保育間伐』とは、込みすぎた立木を適正な密度で管理するために行う作業です。

○『利用間伐』が可能に！
※『利用間伐』とは、間伐材を売りながら森林整備をすることです。

業者名 電話番号住所

間伐経費（伐採、枝払い、玉切り）

所有者負担 補助金

間伐・搬出経費（伐採、枝払い、造材、集材、搬出、運搬、市場経費）

補助金

費用割合

費用割合

経費削減

(単位：ha)

特　集　森林整備のススメ

※資料は２０１０年農林業センサス
市内林家の約80％が1～5haの山林を保有しています。

面積規模
   (ha) 1～5

866

《市内林業事業者一覧》

森林所有者の
負担大

森林所有者の
負担大

Point

Point

今までの森林整備

これからの森林整備

『利用間伐』（材の売り払い収入）

所有者負担

低コスト林業の確立
①集約化
②路網整備
③高性能林業機械導入

森林所有者の負担がほぼなくなり、事業を行うこと
ができ、山林によっては利益の還元が可能に！

森林所有者の
負担小

森林所有者の
負担小

change

田方森林組合 八幡761-1 (83)0148

㈱天城農林 下船原340 (87)0303

川村林産㈱ 下船原285-11 (87)1855

高島林産㈱ 土肥996-1 (98)1857

㈲武林業 土肥1162 090(3380)5106

㈲中川土木 牧之郷717-2 (72)3583

ツチヤ農林㈱ 大野1048-1 (74)1881

※玉切りとは、丸太を切断することです。

※造材とは、丸太を利用可能な長さに切断することです。
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補助事業により整備された森林を紹介！

▲松ヶ瀬地区内　針葉樹林整備

▲上船原地区内　針葉樹林整備

○人工林再生整備
　整備以前は、ほとんど間伐されることなく、林内が
暗いままでしたが、間伐が行われたことで、残った木
の成長を促し、今後林内に光が差し込み、低木や下
草が生えることで、森林の保水力を高めるなど、森林
の多面的機能の向上が期待できます。

　
　低
コ
ス
ト
林
業
っ
て
な
に
？

　①
集
約
化

　通
常
は
規
模
に
関
係
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
山
林
所
有
者

が
、間
伐
な
ど
の
仕
事
を
行
っ
た
り
、発
注
し
た
り
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
れ
を
、林
業
整
備
の
仕
事
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、大
き
な
山
の
ま
と
ま
り
で
作
業
道
を
造
り
、間
伐
な
ど

を
実
施
す
る
こ
と
で
、低
コ
ス
ト
で
の
森
林
作
業
を
可
能
と

し
ま
す
。

　②
路
網
整
備

　
集
約
化
と
同
時
に
、森
林
作
業
道
の
整
備
を
進
め
る
た
め

の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
森
林
作
業
道
は
、森
林
の
作
業
を
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
、森
林
作
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　③
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

　
国
や
県
の
補
助
金
に
よ
り
、高
性
能
林
業
機
械（※

）の
購

入
環
境
が
整
備
さ
れ
、林
業
事
業
者
に
よ
る
導
入
も
始
ま
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
機
械
は
、間
伐
や
集
材
を
す
る
機
械
で
あ
り
、集

約
化
さ
れ
た
山
林
に
対
し
て
、効
率
的
に
作
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（※

）高
性
能
林
業
機
械
と
は
、１
台
で
伐
採
や
玉
切
り
、多
く
の
工
程
を
処

　
理
で
き
る
林
業
機
械
の
こ
と
で
す
。

　
　林
業
を
産
業
と
し
て
確
立

　
生
物
多
様
性
保
全
、地
球
環
境
保
全
、土
砂
災
害
防
止
、土

壌
保
全
、水
源
か
ん
養
、快
適
環
境
形
成
、保
健・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
多
面
的
機
能
の
保
持
の
面
か
ら
も
、森
林
整
備

は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
、大
切
な
資
源
で
あ
る
森
林
を
整
備
し
な
が
ら
、産

業
と
し
て
林
業
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、雇
用
も
確
保
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

　
個
人
の
所
有
山
林
を
は
じ
め
、地
区
所
有
、共
有
の
山
を
見

つ
め
直
し
、森
林
整
備
に
つ
い
て
、考
え
る
と
き
が
来
て
い
ま

す
。

主な高性能林業機械

▲スイングヤーダ（集材機）
　伐採木を林内に集めます。

▲プロセッサ（造材機）
伐採木の枝払い・玉切りを行います。

▲地蔵堂地区内　竹林整備

▲冷川地区内　竹林整備

　森林整備をすることによって、森林がよみがえります。わたしたちにとって森林整備は、水源かん養
や防災面からも必要不可欠なものといえます。また、生き物たちにとっても環境保全の面から森林整
備は、とても重要です。市では、森林整備をすることで林業としての『産業づくり』を目指しています。
　今、森林整備は変わってきています。森林整備をしたくてもどのようにしていいか分からない皆さん
は、まず農林水産課をはじめ市内林業事業者にお気軽にご連絡ください。森林整備について一緒に考
えましょう！そして、この素晴らしい自然を後世に引き継いでいきましょう！

写真

写真

写真

写真

○竹林・広葉樹林等再生整備
　近年、竹林が拡大し、周りの山林に侵入したり、枯
れた竹が折り重なり下草も生えずに荒れたりするこ
とで、森林機能が低下するなど、竹林の放置が問題
視されています。これらのことを解消するため整備
が行われています。

特　集　森林整備のススメ
特　集　森林整備のススメ

ここでは、県の補助事業『森の力再生事業』により整備された市内の森林を写真で紹介します。

　県では、平成18年度から『森林（もり）づくり県民税』を導入して、下草
がないなど『森の力』が衰え、緊急に整備が必要な荒廃森林を対象に強度
の間伐を行う『森の力再生事業』を実施しています。

▲フォワーダ（運搬機）
　木材を運搬します。

森林整備補助金の活用
低コスト林業の確立

森林整備
（多目的機能保持）

雇用確保 林業を産業
として確立

森林整備補助金の活用
低コスト林業の確立

森林整備
（多目的機能保持）

雇用確保 林業を産業
として確立

森林整備は、いいことばかり！森林整備をオススメします！
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21
（日）

任
期
満
了
に
伴
う
伊
豆
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
所
に
足
を
運
び
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合
せ
／
伊
豆
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
（
72
）
９
８
６
９

10

伊
豆
市
議
会
議
員
選
挙
の

　
　
　
投
票
日
で
す

2012.107 2012.10 6

同
日
に
配
送
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

『
選
挙
公
報
』
を
お
届
け
し
ま
す

　

『
選
挙
公
報
』
を
新
聞
折
り
込
み
で
配

布
し
ま
す
。
選
挙
公
報
が
届
か
な
い
場
合

は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
折
り
込
み
予
定
…
10
月
17
日
（
水
）
朝
刊

※
本
庁
・
各
支
所
な
ど
に
も
配
置
し
ま
す
。

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
予

定
が
あ
り
、
投
票
所
に
行
き
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
期
日
前
投
票
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
場
合
『
宣
誓
書
』
に
必
要
事
項
を

記
載
の
上
、
期
日
前
投
票
所
の
受
付
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

◇
年
齢
…
平
成
４
年
10
月
22
日
以
前
に
生

　

ま
れ
た
人

◇
住
所
…
平
成
24
年
7
月
13
日
（
転
入
届

　

を
出
し
た
日
）
以
前
か
ら
伊
豆
市
に
引

　

き
続
き
住
民
登
録
が
あ
る
人

市
外
か
ら
転
入
し
た
人
は
…

平
成
24
年
7
月
14
日
以
降
に
転
入
の
届

出
を
し
た
人
は
、選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
た
め
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

市
外
へ
転
出
し
た
人
は
…

投
票
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出
し
た
人
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、期
日
前
投
票
を
行
っ
た
後
に
市

外
へ
転
出
し
た
場
合
、投
票
は
有
効
で
す
。

市
内
で
転
居
し
た
人
は
…

　

右
記
の
『
投
票
で
き
る
人
』
に
該
当
す

る
人
は
、
転
居
し
て
も
投
票
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
選
挙
人
名
簿
を
確
定
さ
せ
る
手

続
き
上
、
10
月
以
降
に
転
居
し
た
場
合
は
、

元
の
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り

ま
す
。『
投
票
所
入
場
券
』
に
記
載
さ
れ
た

投
票
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す

　

投
票
日
当
日
に
選
挙
権
を
有
す
る
人
に

は
、
市
外
へ
転
出
し
た
人
を
除
い
て
『
投

票
所
入
場
券
』
を
発
送
し
ま
す
。

　

何
ら
か
の
事
情
で
投
票
所
入
場
券
が
届

か
な
か
っ
た
場
合
や
紛
失
し
て
し
ま
っ
た

場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
投
票
日
当
日
に
選
挙
権
を
有
す
る
人

は
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
受
付
で

そ
の
旨
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投

票
所
入
場
券
の
再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
入
場
券
配
達
予
定
期
間
…

10
月
10
日
（
水
）
～
12
日
（
金
）

※
配
送
の
都
合
に
よ
り
、
同
じ
世
帯
で
も

選挙人名簿登録者数一覧表（平成24年9月2日現在）

各投票所ごとの選挙人名簿登録者は次のとおりです。

（単位 : 人）	

選 

挙 

日 
程

　

期　

日
／
10
月
14
日
（
日
） 

８
時
30
分
～
17
時

　

場　

所
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ　

第
１
・
２
会
議
室

　　

日　

時
／
10
月
15
日
（
月
）
～
20
日
（
土
） 

　
　
　
　
　

8
時
30
分
～
20
時

　
　
　
　
　

※
各
支
所
は
10
月
16
日
（
火
）
～
20
日
（
土
）

　

投
票
所
／
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
の
期
日
前
投
票
所

　
　
　
　
　
（
ど
の
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
）

　　

日　

時
／
10
月
21
日
（
日
） 

7
時
～
20
時

　
　
　
　
　

※
土
肥
地
区
は
19
時
ま
で

　

投
票
所
／
市
内
28
投
票
所

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

※
投
票
所
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
発
送
す
る

　
　
　
　
　
　
『
投
票
所
入
場
券
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

※
投
票
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理

　
　
　
　
　
　

委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

日　

時
／
10
月
21
日
（
日
）
21
時
～

　

開
票
所
／
市
民
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
（
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

■ 

告
示
日
（
立
候
補
届
出
受
付
）

■ 

期
日
前
投
票

■ 

投
票
日

■ 

開
票

　　　　　　　　　　																																									名簿登録者数

	投票区　　　　　					投票所	 	
	 	 																																					男																	女	 										計

　		1	 　堀切公民館	 																							171	 			184	 											355

　		2	 　熊坂公民館	 																								696	 			780	 								1,476

　		3	 　修善寺総合会館ロビー	 										699	 			814	 								1,513

　		4	 　修善寺小学校体育館	 										507	 			585	 								1,092

　		5	 　大平公民館	 																								290	 			324	 											614

　		6	 　伊豆市役所	 																								888	 			975	 								1,863

　		7	 　加殿公民館	 																								293	 			330	 											623

　		8	 　修善寺南小学校体育館	 								1,053	 1,141	 								2,194

　		9	 　牧之郷公民館	 																								718	 			788	 								1,506

　10	 　大野公民館	 																								342	 			375	 											717

　11	 　芝山台町内会集会所	 											371	 			392	 											763

　12	 　原保保育園	 																								486	 			511	 											997

　13	 　貴僧坊の里	 																								218	 			242	 											460

　14	 　城生活改善センター	 											270	 			292	 											562

　15	 　伊豆市中伊豆支所	 											851	 			930	 								1,781

　16	 　旧大東保育園	 																								484	 			517	 								1,001

　17	 　橘保育園	 																								710	 			808	 								1,518

　18	 　上和田生活改善センター	 										308	 			325	 											633

　19	 　伊豆市天城湯ケ島支所	 										872	 1,016	 								1,888

　20	 　月ヶ瀬小学校	 																							556														597	 								1,153

　21	 　狩野幼稚園	 																							899	 				951	 								1,850

　22	 　上船原地区集会所	 										151	 			150	 											301

　23	 　大平柿木地区集会所	 										220	 			249　　　　		469

　24	 　伊豆市土肥支所	 　　　　												722	 			865											1,587

　25	 　中村区集会所	 　　　　　　　			321	 			357														678

　26	 　小土肥生活改善センター	 　							175	 			211														386

　
27
	 　土肥南体育館	 	 　							

341	 			366	 										707
　　	 　（旧土肥南小学校）

　28	 　小下田ふるさとセンター	 　							247														247													494

　	　　　　　　					計　　　　　　　　　  13,859         15,322        29,181
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保
育
園

入
園
資
格
／
児
童
の
保
護
者
が
次
の
①
～

⑥
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
た
め
、
児
童

の
保
育
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ほ
か
の

同
居
の
親
族
な
ど
も
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
場
合

①
通
常
昼
間
、
児
童
の
保
護
者
が
家
庭
の

外
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

②
通
常
昼
間
、
児
童
の
保
護
者
が
家
庭
で

児
童
と
離
れ
て
、
日
常
の
家
事
以
外
の

仕
事
を
し
て
い
る
場
合

③
母
が
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
後
間
も
な

い
場
合

④
保
護
者
が
病
気
、
ま
た
は
心
身
に
障
害

が
あ
る
場
合

⑤
児
童
の
家
庭
に
、
長
期
に
わ
た
る
病
人

や
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
る
た

め
、
保
護
者
が
い
つ
も
そ
の
看
護
に
あ

た
っ
て
い
る
場
合

⑥
火
災
や
風
水
害
、
地
震
そ
の
ほ
か
の
災

害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

受
付
期
間
／
10
月
9
日（
火
）～
31
日（
水
）

申
込
方
法
／
入
所
申
込
書
な
ど
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
こ
ど
も
課
ま
た
は
各
支
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
申
込
書
類
は
、こ
ど
も
課
お
よ
び
各
支
所
、

市
内
各
保
育
園
・
こ
ど
も
園
に
あ
り
ま
す
。

保
育
料
／
児
童
の
保
護
者
ま
た
は
世
帯
の

所
得
税
額
（
住
民
税
額
）
で
決
定
し
ま
す
。

入
園
資
格
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る
幼
児

○
入
園
で
き
る
年
齢

・
３
歳
児
…
平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成

22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
４
歳
児
…
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成

21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
５
歳
児
…
平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成

20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

受
付
期
間
／
10
月
9
日（
火
）～
31
日（
水
）

申
込
方
法
／
入
園
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
こ
ど
も
課
・
各
支
所
ま
た
は
市
内
各

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
願
書
は
、
こ
ど
も
課
、
各
支
所
、
市
内

各
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園
に
あ
り
ま
す
。

保
育
時
間
／
８
時
30
分
～
14
時

月
額
費
用
／
○
授
業
料　

５
千
円

○
給
食
費　

３
３
０
０
円

平
成
25
年
度
幼
稚
園
・
保
育
園
児

新
規
募
集
と
転
園
希
望
受
付
開
始

子育てinfomation

《保育園一覧表》

《幼稚園一覧表》

※修善寺東保育園は熊坂保育園で、橘保育園・原保保育園は
さくらこども園で土曜日保育を行います。
※修善寺保育園・こども園あゆのさと保育園部では、保護者
の就労形態の多様化や通勤時間に応えて、保育時間の延長
実施しています。（18時～18時 30分）

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

平
成
25
年
度
途
中
の
入
所
を
希
望
の
皆
さ

ん
も
今
回
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保育園名 

熊坂保育園 

土肥こども園

修善寺東保育園 

しゃくなげ保育園 

さくらこども園

橘保育園

原保保育園

修善寺保育園

こども園あゆのさと
保育園部

電話番号 開園時間 郵便番号
住所

〒 410-2411
熊坂 426

〒 410-2416
修善寺 3230-1

〒 410-2514
原保 199-5

〒 410-2502
上白岩 784

〒 410-3215
月ヶ瀬 406
〒 410-2505
八幡 521

〒 410-3302
土肥 665-26

〒 410-2405
加殿 72-1

〒 410-2407
柏久保 1309

（72）1741 

（72）1740 

（72）1748

（83）0116 

（83）0203 

（83）0132 

（85）2209 

（98）0228 

（72）1404 

7 時 30 分～ 18 時

通常
7 時～ 18 時
延長
18 時～ 18 時 30 分

乳幼児
受入年齢

満 1 歳～

　 0 歳
（8 カ月～）

満 3 歳～

　 0 歳
（2 カ月～）

公　
　

立

私　

立

保
育
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

現
在
通
園
中
で
平
成
２５
年
度
も
継
続

し
て
通
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
1
月

以
降
に
所
得
税
が
確
認
で
き
る
書
類
、

勤
務
証
明
書
な
ど
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

保
育
園

幼
稚
園

公　
　

立

私
立

さくらこども園 〒 410-2505
八幡 521 （83）0132 

幼稚園名 電話番号 郵便番号
住所

土肥こども園 〒 410-3302
土肥 665-26 （98）0228 

こども園あゆのさと
幼稚園部

〒 410-2407
柏久保 1309 （72）1740 

狩野幼稚園

湯ヶ島幼稚園

〒 410-3213
青羽根 65-1

〒 410-3206
湯ヶ島 161-1

（87）0800 

（85）0406 

子育てinfomation

一
時
保
育
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
保
護
者
の
傷
病
、
災
害
、
事
故
、
看
護
、

介
護
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
社
会
的
に
や
む
を

得
な
い
事
由
ま
た
は
私
的
理
由
に
よ
り
一

時
的
に
家
庭
保
育
が
困
難
と
な
る
児
童
が

対
象
で
す
。
緊
急
保
育
以
外
で
の
利
用
は

週
３
日
以
内
、
月
１５
日
以
内
と
な
り
ま
す
。

実
施
園
・
利
用
申
込
み
に
つ
い
て
／

★
公
立　

さ
く
ら
こ
ど
も
園
、
土
肥
こ
ど
も

園
、修
善
寺
東
保
育
園
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。『
入
所
申
込
書
』『
勤
務
証
明

書
（
申
込
事
項
に
よ
り
）』
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
課
☎
（
７２
）
９
８
６
４

☆
私
立　

修
善
寺
保
育
園
、
こ
ど
も
園
あ

ゆ
の
さ
と
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
園
に
直

接
お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

修
善
寺
保
育
園
☎
（
７２
）
１
７
４
８

こ
ど
も
園
あ
ゆ
の
さ
と
☎(

７２
）
１
７
４
０

利
用
料
金
／

○
４
時
間
未
満 

９
０
０
円
（
給
食
利
用
の

　

場
合
１
８
０
０
円
に
な
り
ま
す
）

○
４
時
間
以
上 

１
８
０
０
円

※
公
立
・
私
立
と
も
に
同
じ
金
額
で
す
。

病
児
・
病
後
児
保
育
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
「
子
ど
も
の
体
調
が
悪
い
け
ど
、
仕
事

が
休
め
な
い
」「
預
か
っ
て
く
れ
る
人
も

い
な
い
」
そ
ん
な
と
き
に
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
ま
す
。

対
象
児
童
／
満
６
カ
月
～
小
学
校
３
年
生

の
児
童

利
用
で
き
る
日
／
月
曜
日
～
金
曜
日

※
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

※
病
後
児
保
育
は
、
こ
ど
も
園
あ
ゆ
の
さ

　

と
休
園
日
を
除
く
。

利
用
料
金
／
１
日
２
千
円
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
千
円
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保

護
世
帯
０
円
）

※
申
し
込
み
の
状
況
に
よ
り
、
お
預
か
り

　
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
病
児
保
育
《
う
り
ぼ
う
保
育
室
》

と
こ
ろ
／
伊
豆
赤
十
字
病
院
横
ベ
ル
メ
ゾ

ン
１
階

対
象
疾
患
／
病
状
が
回
復
期
に
至
っ
て
い

な
い
期
間
（
発
熱
、
下
痢
、
嘔
吐
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
骨
折
、
お
た
ふ
く
風
邪
、

水
ぼ
う
そ
う
な
ど
）

利
用
時
間
／
８
時
３０
分
～
伊
豆
赤
十
字
病
院

小
児
科
受
診
、
そ
の
後
保
育
開
始
～
１８
時
ま
で

※
受
診
料
は
実
費
負
担
に
な
り
ま
す
。

持
ち
物
／
利
用
申
請
書
、保
険
証
、母
子
手
帳
、

こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
、
昼
食
、
お
や
つ
、

飲
み
物
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
薬
な
ど

申
込
み
・
問
合
せ
／

こ
ど
も
課
☎
（
７２
）
９
８
６
４

※
申
し
込
み
は
前
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

②
病
後
児
保
育
《
こ
ど
も
園
あ
ゆ
の
さ
と
》

と
こ
ろ
／
こ
ど
も
園
あ
ゆ
の
さ
と
園
内

対
象
疾
患
／

○
病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、
集
団
保
育
が

困
難
な
期
間
（
お
た
ふ
く
風
邪
、
水
ぼ

う
そ
う
、
風
疹
な
ど
の
病
後
）

※
感
染
力
が
あ
る
時
期
は
利
用
で
き
ま
せ

　

ん
。

○
風
邪
、
消
化
不
良
な
ど
の
日
常
疾
患

　
（
熱
は
３８
度
以
下
）

○
喘
息
な
ど
の
慢
性
疾
患

○
骨
折
な
ど
の
外
傷
性
疾
患

利
用
時
間
／
８
時
３０
分
～
１７
時
３０
分

持
ち
物
／
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
薬
な
ど
（
昼

食
、お
や
つ
、飲
み
物
は
園
で
用
意
し
ま
す
）

申
込
み
・
問
合
せ
／

こ
ど
も
園
あ
ゆ
の
さ
と
☎
（
７２
）
１
７
４
０

※
病
児
・
病
後
児

保
育
の
詳
細

は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

『
フ
ァ
ミ
サ
ポ
』の
会
員
に
な
ろ
う
！

◆
『
フ
ァ
ミ
サ
ポ
』
っ
て
な
に
？

　
『
フ
ァ
ミ
サ
ポ
』
の
正
式
名
称
は
、『
伊

豆
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
』
で
す
。
乳
幼
児
や
小
学
生
な
ど
の

お
子
さ
ん
を
持
つ
子
育
て
中
の
人
で
、『
子

育
て
を
援
助
し
て
ほ
し
い
人
』
と
『
子
育

て
を
援
助
で
き
る
人
』
が
会
員
に
な
り
、

地
域
の
中
で
助
け
合
い
な
が
ら
子
育
て
を

し
て
い
く
活
動
で
す
。

◆
こ
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す

　

幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
の
送
り
迎
え
を
お

願
い
し
た
い
。
保
護
者
の
病
気
や
通
院
、
急

な
用
事
な
ど
の
と
き
に
、
子
ど
も
を
預
か
っ

て
も
ら
い
た
い
。
美
容
院
な
ど
の
保
護
者
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

◆
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

『
お
ね
が
い
会
員
（
援
助
を
受
け
た
い
人
）』

と
『
ま
か
せ
て
会
員
（
援
助
を
行
い
た
い

人
）』
の
募
集
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、『
ま
か
せ
て
会
員
』
は
、
事
前

に
育
児
に
関
す
る
講
習
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。
両
方

希
望
す
る
場
合

に
は
、『
ど
っ
ち

も
会
員
』
に
な

る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
／

こ
ど
も
課
☎
（
７２
）
９
８
７
０

こ
ん
な
に
充
実
！
子
育
て
に

役
立
つ
情
報
が
い
っ
ぱ
い



　今年４月に公開された映画『わが母の記』の感動シーン
を探しにロケ地を歩いてみませんか？参加無料、予約不
要です。気軽にご参加ください。
受付／スタート9時～11時 ※雨天決行
所要時間・コース／約11ｋｍ、約3時間
修善寺駅→（路線バス）→天城ミュージアム（スタート）
→成就院→出会い橋→弘道寺→長野多目的集会所→熊
野山墓地（映画撮影場所）→天城ミュージアム（ゴール）
→（路線バス）→修善寺駅
※映画のロケ地となった熊野山墓地は、『伊上の父親の
　葬列』シーンにも使用されました。
持ち物／滑りにくい靴、水筒、帽子
その他／長野多目的集会所では、参加者に冷たい飲み物
などのおもてなしがあります。また、スタート地点などに
は、できるだけ公共交通機関でお越しください。
問合せ／伊豆半島花＆てくもぐウォーク実行委員会事務
局（伊豆急行（株）鉄道部内）☎0557（53）1116
観光交流課☎（72）9911

　天城自然ガイドク
ラブでは、4月から
『観光ハイキングガ
イド養成講座』を実
施しています。受講
生の実地研修とし
てモニターツアーを
計画しました。紅葉
のヒメシャラやブナ
の林を受講生の案内で歩いてみませんか？
とき／１０月２５日（木）※ 雨天の場合は１０月２６日（金）
日程／【８時３０分】修善寺総合会館集合・出発→〈市バス〉
→【９時３０分】八丁池口駐車場からハイキング（約５ｋｍ）
→【１５時００分】八丁池口駐車場→〈市バス〉→【１５時５０
分】修善寺総合会館着・解散
持ち物／弁当、水筒、雨具
募集人数／先着３０人
申込み／1０月１７日（水）までに、住所、氏名、年齢、電話番
号を電話またはＦＡＸにてご連絡ください。参加無料です。
申込み・問合せ／観光交流課天城事務所
☎（８５）１０４９　ＦＡＸ（８８）３１７３

【写真】昨年度のモニターツアー

【写真】映画『わが母の記』の熊野山葬列シーン
(c)2012『わが母の記』製作委員会伊豆箱根鉄道　　　　 検索イベントに関する詳細は、お問い合わせください。

また伊豆箱根鉄道ホームページでも確認できます。※

　伊豆箱根鉄道駿豆線沿線の市町（伊豆市、伊豆の国市、函
南町、三島市）と伊豆箱根鉄道（株）が協力し、沿線の魅力を満
喫できるウォーキングを開催します。なお、この開催経費の一部に
は『宝くじの助成金』を活用しています。
　参加無料、申込不要です。また、下記のほかに来年3月までに4回、計8回
開催します。8回のうち4回参加するとオリジナルグッズをプレゼント！ぜひご参
加ください。　　　　問合せ／伊豆箱根鉄道（株）鉄道部運輸課☎055（977）1207

【写真】修善寺自然公園の紅葉

受付／スタート9時～11時10分
　　　ゴール最終受付15時30分
所要時間・コース／約8kｍ、2時間
韮山駅東口（スタート）→蛭ヶ島公園→願成就院→
真珠院→守山西公園・北條氏邸跡→成願寺→韮山
時代劇場（ゴール）→韮山駅西口
トクトク情報／お茶のおもてなしサービス、施設利
用割引、お土産割引販売などの特典があります。

『頼朝旗揚げウォーク』

10月13日（土）開催

受付／8時30分～11時  ゴール最終受付15時30分
所要時間・コース／Ａコース：約14kｍ、約3時間
30分　修善寺駅（スタート）→修善寺総合会館
→修善寺自然公園→修善寺虹の郷（有料オプシ
ョン）→湯舟口→奥の院→とっこの湯公園（ゴー
ル）→修善寺温泉場バス乗り場→修善寺駅
Ｂコース：約8.5kｍ・約2時間10分　Ａコースの
『奥の院』を除いた場合のコース
トクトク情報／お茶のおもてなしサービス、施設利
用割引、お土産割引販売などの特典があります。

『修善寺もみじウォーキング』

12月1日（土）開催

受付／スタート8時30分～11時
　　　ゴール最終受付15時30分
所要時間・コース／約12kｍ、2時間40分
韮山駅東口（スタート）→守山西公園→狩野川リ
バーサイドパーク→小坂みかん狩り共同農園→
IZUWORLDみんなのハワイアンズ・道の駅伊豆
のへそ→狩野川記念公園→万福百笑の湯（ゴー
ル）→大仁駅
トクトク情報／お茶のおもてなしサービス、施設利
用割引、お土産割引販売などの特典があります。

『秋の狩野川リバーサイドウォーク』

10月20日（土）開催

ちょっと市外にも足を延ばしてみませんか？

八丁池ハイキングモニターツアー駿豆線沿線
魅力めぐりウォーキング

市民ハイキングｉnだるま山

八丁池ハイキングモニターツアー駿豆線沿線
魅力めぐりウォーキング

市民ハイキングｉnだるま山

　伊豆市に連なる山々から望む富士山を堪能しながら、
スポーツ推進委員と一緒に楽しく歩きましょう。
とき／１１月4日（日）８時３０分～14時
コース／生きいきプラザ（集合場所）→〈市バス〉→土肥
峠駐車場→ハイキング（約７㎞）→だるま山レストハウス
→〈市バス〉→生きいきプラザ
持ち物／弁当、水筒、雨具
募集人数／先着40人
申込み／10月26日（金）までに、お電話にてお申し込み
ください。参加無料です。
申込み・問合せ／社会教育課☎（８３）５４７７

【写真】西伊豆スカイラインから望む富士山

地域の魅力を探しに出発進行～！ 11月18日（日）開催

伊豆半島花＆てくもぐウォーキング
    『映画ロケ地をめぐる　　　
　　      天城温泉郷ウォーク』

伊豆の魅力を  満喫しながら
Let’s ウォ  ーキング！  

伊豆の魅力を  満喫しながら
Let’s ウォ  ーキング！  

　過ごしやすい季節になって きました。この秋、市内では
さまざまウォーキングイベン トが開催されます。
　皆さん！身近な秋の魅力を 探しに出掛けてみませんか？

　過ごしやすい季節になって きました。この秋、市内では
さまざまウォーキングイベン トが開催されます。
　皆さん！身近な秋の魅力を 探しに出掛けてみませんか？
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▲県内のゆるキャラが大集合！（左から3番目が『いずっち』）

▲最高の仲間と一球一球思いを込めて！

『
野
球
少
女
』
の
暑
い
夏 

甲
子
園
に
も
負
け
な
い
熱
い
戦
い

　

8
月
20
日（
月
）～
23
日（
木
）ま
で
の
4
日
間
、志

太
ス
タ
ジ
ア
ム
で『
第
1
回
１５
Ｕ
全
国
女
子
Ｋ
Ｂ
野
球

選
手
権
大
会
in
伊
豆
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、15
歳
以
下
の
女
子
中
学
生
が
出
場

す
る
も
の
で
、東
は
宮
城
県
、西
は
愛
知
県
の
8
都
県

の
10
チ
ー
ム
が
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
中
は
、『
野
球
少
女
』た
ち
の
大
き
な
声
が
ス

タ
ジ
ア
ム
に
響
き
渡
り
、最
高
の
笑
顔
で
プ
レ
ー
し
て

い
ま
し
た
。

『
い
ず
っ
ち
』緊
張
の
初
出
張
！

エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
登
場

８
月
25
日(

土)

、袋
井
市
の
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
で

Ｊ
１
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
対
浦
和
レ
ッ
ズ
戦
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト『
静
岡
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ま
つ
り
in
エ

コ
パ
』が
開
催
さ
れ
、『
ふ
じ
っ
ぴ
ー
』を
は
じ
め
、県
内

の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
大
集
合
し
、伊
豆
市
商
工

会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー『
い
ず
っ
ち
』も
参
加
し
ま
し
た
。

『
い
ず
っ
ち
』は
、市
外
で
の
初
仕
事
に
ち
ょ
っ
と
緊

張
し
て
い
ま
し
た
が
、ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
仲
間
た
ち
と
一

緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

▲本体高は16.5ｍで国内最大（8月1日現在）、収容人数は150人程度

津
波
避
難
タ
ワ
ー
完
成

土
肥
こ
ど
も
園
、園
庭
に

　

8
月
31
日（
金
）、土
肥
こ
ど
も
園
の
園
庭
に
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
完
成
し
、同

園
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、園
児
を
は
じ
め
、市
議
会
、民
生
児
童

委
員
、工
事
関
係
者
、行
政
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加

し
、神
事
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

園
児
か
ら
は
、工
事
関
係
者
の
皆
さ
ん
に「
避
難
タ

ワ
ー
に
早
く
登
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
練
習
し
ま
す
」

と
お
礼
の
手
作
り
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

広
い
歩
道
で
よ
り
安
全
に

『
中
伊
豆
小
学
校
』
バ
ス
停
車
帯
完
成
！▲広くなった歩道から、安心してバスに乗り込む児童たち

笑
顔
が
長
生
き
の
秘
訣

伊
豆
市
敬
老
感
謝
祭

▲市長と笑顔で言葉を交わすご長寿の皆さん

市
で
は
、今
年
も
市
内
4
会
場
で
75
歳
以
上
の
ご
長

寿
の
皆
さ
ん
約
６
１
４
７
人
を
対
象
に
敬
老
感
謝
祭
を

行
い
ま
し
た
。

9
月
9
日(

土)

に
修
善
寺
総
合
会
館
で
行
わ
れ
た
修

善
寺
地
区
敬
老
感
謝
祭
に
は
、約
６
５
０
人
が
出
席
。2

人
と
も
初
め
て
そ
ろ
っ
て
90
歳
以
上
に
な
っ
た
ご
夫
婦

や
米
寿（
88
歳
）の
皆
さ
ん
へ
の
記
念
品
目
録
の
贈
呈

な
ど
の
式
典
の
ほ
か
、演
芸
が
行
わ
れ
ま
し
た
。笑
顔
溢

れ
る
出
席
者
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

9
月
10
日（
月
）、中
伊
豆
小
学
校
バ
ス（
下
り
）停

車
帯
が
県
の
事
業
に
よ
り
、完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
停
車
帯
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、県
道
伊
東

修
善
寺
線
の
渋
滞
が
解
消
さ
れ
、車
の
通
行
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
と
と
も
に
、歩
道
も
広
が
り
、子
ど
も

た
ち
は
、安
全
に
バ
ス
通
学
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
バ
ス
停
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、今

日
も
元
気
に
学
校
に
通
い
ま
す
。

▲収穫体験を手伝ってくれたシルバー会員たちと一緒に記念撮影！

昔
の
人
は
す
ご
い
ね
！

児
童
・
園
児
が
昔
な
が
ら
の
収
穫
体
験

　

9
月
5
日
（
水
）、大
平
柿
木
に
あ
る（
公
社
）伊
豆

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
管
理
し
て
い
る

田
ん
ぼ
で
、月
ヶ
瀬
小
学
校
5
年
生
9
人
と
し
ゃ
く
な
げ

保
育
園
の
園
児
１3
人
が
昔
な
が
ら
の
お
米
の
収
穫
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
、小
学
生
が
収
穫
し
て
束
ね
た
稲
を
園
児
が

ト
ラ
ッ
ク
ま
で
運
び
、最
後
は
、月
ヶ
瀬
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
内
に
設
置
し
た『
牛
』に
干
す
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
稲
は
、7
日
～
10
日
間
干
し
た
後
、脱
穀
し
、学

校
の
行
事
や
家
庭
科
の
授
業
な
ど
で
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
す
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
悪
質
な
訪
問
買
取
被
害
の
現
状
を

受
け
、特
定
商
取
引
法
の
改
正
法
が

公
布
さ
れ
ま
し
た（
施
行
は
公
布
の
日

か
ら
６
カ
月
以
内
）。こ
れ
に
よ
り
、

『
訪
問
買
取
』は
、『
訪
問
購
入
』と
定

義
さ
れ
、そ
の
対
象
は
貴
金
属
に
限
り

ま
せ
ん
。

　『
訪
問
購
入
』で
は
、勧
誘
の
要
請

を
し
て
い
な
い
人
に
対
す
る
勧
誘
を

禁
止
す
る
、い
わ
ゆ
る『
不
招
請
勧
誘

の
禁
止
規
定
』が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、ク
ー
リ
ン
グ・オ
フ
の
規
定

で
は
、『
訪
問
購
入
』に
お
い
て
購
入
業

者
は
、第
三
者
に
当
該
物
品
を
引
き
渡

し
た
と
き
、相
手
方
に
一
定
事
項
の
通

知
を
義
務
付
け
ま
し
た
。さ
ら
に
ク
ー

リ
ン
グ・オ
フ
期
間
中
に
物
品
の
引
き
渡

し
を
し
た
転
売
先
に
対
し
て
、ク
ー
リ
ン

グ・オ
フ
に
よ
り
当
該
物
品
の
売
買
契
約

が
解
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
旨
の
通
知

を
義
務
付
け
ま
し
た
。ま
た
、ク
ー
リ
ン

グ・オ
フ
期
間
中
は
購
入
業
者
に
対
し
、

当
該
商
品
の
引
き
渡
し
を
拒
む
こ
と
が

で
き
る
旨
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
深
刻
な
被
害
が
な

く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　

司
法
書
士
　
山
田 

茂
樹

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／

　
　
　
市
民
課
☎（
72
）9
8
5
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

樫
の
実
俳
句
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

俳
　
壇

『特定商取引法が改正』

市内の小学生が楽しく学びながら交流

　　今年も『伊豆塾』を開催
市内の小学生が楽しく学びながら交流

　　今年も『伊豆塾』を開催
市内の小学生が楽しく学びながら交流

　　今年も『伊豆塾』を開催
市内の小学生が楽しく学びながら交流

　　今年も『伊豆塾』を開催

流
星
や
娘
の
さ
さ
や
き
と
思
ひ
た
し

　
　
　
　
　
　
　安
部 

功
子
（
月
ヶ
瀬
）

書
に
飽
き
て
夕
べ
の
庭
の
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　大
川 

幸
子
（
市
山
）

と
ん
ぼ
う
の
群
れ
て
野
面
に
光
生
む

　
　
　
　
　
　
　坪
内 

絹
枝
（
下
船
原
）

学
ぶ
こ
と
終
わ
り
な
き
か
な
深
む
秋

　
　
　
　
　
　
　竹
内 

さ
ち
子
（
門
野
原
）

目
覚
良
き
今
朝
新
涼
の
散
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　五
十
嵐 

輝
子
（
吉
奈
）

                                                        

　
　
　

                                                      

●
市
内
で
車
上
ね
ら
い
が
発
生
！

　
８
月
下
旬
、市
内
で
４
件
の
車
上

ね
ら
い
が
発
生
し
、い
ず
れ
も
無
施

錠
の
車
か
ら
カ
ー
ナ
ビ
が
盗
ま
れ
て

い
ま
す
。車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、必

ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
あ
な
た
の
車
は
大
丈
夫
？

　こ
ん
な
人
は
要
注
意
！

○
わ
ず
か
な
時
間
で
は
施
錠
し
な
い
。

○
自
宅
で
は
施
錠
し
な
い
。

○
車
内
に
バ
ッ
ク
な
ど
を
置
い
た
ま

　ま
車
か
ら
離
れ
て
い
る
。

　
車
上
ね
ら
い
は
、貴
重
品
が
盗
ま

れ
る
だ
け
で
な
く
、ド
ア
や
窓
ガ
ラ

ス
を
壊
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、そ
の

修
理
代
も
か
な
り
の
金
額
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。ま
た
、金
品
に
限
ら

ず
大
切
な
家
族
の
個
人
情
報
な
ど

を
盗
ま
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
時
々
コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
な
ど
で
、

施
錠
ど
こ
ろ
か
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た

ま
ま
買
い
物
し
て
い
る
人
を
見
掛
け

ま
す
が
、そ
の
油
断
が
ド
ロ
ボ
ー
を

誘
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
、Ｅ
Ｔ
Ｃ
を

装
着
し
た
車
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
も
立
派
な
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
す
。

車
か
ら
降
り
る

と
き
は
、忘
れ
ず

に
抜
き
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

◆
被
害
防
止
策

○
短
時
間
で
も
必
ず
キ
ー
を
抜
き
ド

　ア
ロ
ッ
ク
す
る
。

○
車
内
に
貴
重
品
な
ど
を
置
か
な
い
。

○
明
る
く
管
理
さ
れ
た
駐
車
場
を
利

　用
す
る
。

○
盗
難
防
止
装
置
を
活
用
す
る
。

　
　
　
　 

●
今
年
も
全
国
地
域
安
全
運
動

　を
実
施
し
ま
す

　
安
全
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、１０
月
１１
日（
木
）か
ら
２０

日（
土
）ま
で
の
１０
日
間
、警
察
、行
政
、

防
犯
関
連
団
体
、地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
、犯
罪
の
な
い
住
み
や
す
い
地

域
社
会
を
目
指
し
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
防
犯
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

◆
運
動
の
重
点

○
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止

　
高
齢
者
を
中
心
に
被
害
防
止
を
呼

び
掛
け
る
と
と
も
に
、家
族
の
絆
を
強

化
す
る
。

○
住
宅
を
対
象
に
し
た
侵
入
犯
罪
の

　防
止

　
短
時
間
の
外
出
も
必
ず
施
錠
す
る

習
慣
を
つ
け
、地
域
ぐ
る
み
で
侵
入
盗

対
策
を
す
る
。

○
自
転
車
盗
の
防
止

　
自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、２
種

類
の
異
な
る
鍵
を
か
け
る『
ツ
ー
ロ
ッ

ク
』の
徹
底
を
呼
び
掛
け
る
。

こ

の 

づ
ら

　学校教育課では、子どもたちの知的好奇心を刺激し、学ぶ喜びを体
感することを目的に、夏休み期間中に『伊豆塾』を開講しました。
　全4回の講座には、延べ64人が参加。日ごろ交流の少ない市内の
小学生同士が、楽しい雰囲気の中、意欲的に活動していました。

▲子どもたちとALTが楽しくゲーム▲英語の先生は５人のALT

◆英語教室（7月30日・31日）
　子どもたちは、日常生活に必要な英語を使って、コミュニ
ケーシュンをとったり、文化の違いを学んだりしていました。
どの子も、英語を話すことの楽しさや面白さを十分に味わ
いました。

◆きり絵教室（8月7日・8日）
　子どもたちは、はさみ一つで作品を
生み出すことに夢中でした。
　最後に『グリーンズ修善寺』で、習得
した技を披露し、大きな拍手をもらい
ました。緊張しながらもお年寄りの明
るい表情に心を動かされていました。

▲子どもたちからお年寄りにきり絵のプレゼント

◆朗読・アナウンス教室（8月13日・14日）
　発声や発音の基本からスタ
ートした子どもたち。音楽に乗
せて詩を読む活動に主体的に
取り組んでいました。
　夕鶴会館で行われた発表会
では、どの子も自分の好きな文
章と真剣に向き合い、自信に満
ちた表情で朗読していました。

▲楽しい授業に笑顔を見せる子どもたち

▲発声などの基本を学ぶ子どもたち

◆理科実験教室（8月23日・24日）
　土肥高校で行われた理科実験教
室。子どもたちは、極低温の世界を目
の当たりにして驚きを隠せない様子で
した。また、土肥山川では、採集した
水生生物の名前を熱心に確認し、きれ
いな川に感動していました。

▲ー196℃の世界を体験 ▲土肥山川での水生生物採取の様子

※今月の『学校再編成は今！』のコーナーは、
　お休みさせていただきます。
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食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

 1人分
栄養価

作り方材料《 4人分 》

みんな のひろばみんな のひろばみんな のひろば

＊健康増進課＊

3 歳児健診で虫歯が
ゼロだったお子さんを
紹介します。保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆スローガン・保育方針　『よく遊び！よく学べ！』
　豊かな人間性を持った子どもを育成する
◆保育目標　１．思いやりのある子
　　　　　　２．意欲のある子
　　　　　　３．自分で考える子

土肥ビーチボーイズ

切
干
大
根
の

　
　チ
ー
ズ
の
り
酢

切
干
大
根
の

　
　チ
ー
ズ
の
り
酢

▲団員募集！「ぼくたちと一緒に野球をやろう！！」～地場産品を皆さんに～

　わたしは、友人7人とお店（竹の子かあさんの店）をやっています。
　この店の一番人気は、地場産干しシイタケを使った『しいたけコロッケ』
です。これは開店するときに、みんなで知恵を絞って考えました。安心と安
全をモットーに、地場産品にこだわった店づくりをしたいと思っています。
　　　　　　　　　　伊豆市食育推進会議委員　高橋 眞理子（市山）

①切干ダイコンはたっぷりの水
　で戻し、さっとゆで、水気を絞
　って食べやすい長さに切る。
②さけるチーズは細かくさき、
　半分の長さに切る。
③キュウリは千切りにして、塩
　を振ってしんなりさせ、水気
　を絞る。
④板ノリは小さくちぎる。
⑤Aの調味料を合わせた中に、
　①の切干ダイコンを数分漬
　ける。その後、キュウリとチー
　ズを一緒に混ぜ合わせる。
⑥食べる直前にノリを加えてひ
　と混ぜする。

◆チーズ……………2本
　（さけるタイプ）
◆切干ダイコン……15g
◆キュウリ…………1本
◆塩…………………少々
◆板ノリ……………1枚
◆A ◇砂糖……大さじ1
　　◇酢………大さじ2
　　◇だし汁…大さじ2
　　◇塩……………少々
　　◇赤トウガラシ…少々
　　　（輪切り）

　
認
定
こ
ど
も
園
あ
ゆ
の
さ
と
が
ス
タ
ー
ト
し
て
半
年

が
経
過
し
ま
し
た
。現
在
１
６
４
人
の
園
児
が
い
て
、自

分
で
好
き
な
遊
び
を
見
つ
け
な
が
ら
、元
気
い
っ
ぱ
い
遊

ん
で
い
ま
す
。

★
園
児
の
年
齢
に
応
じ
た
保
育
を
実
施
★

　
年
長
児
は
、毎
月
お
茶
会
や
英
語
教
室
を
行
い
、落
ち

着
い
て
人
の
話
に
耳
を
傾

け
、よ
く
聞
こ
う
と
す
る
力

を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

　
年
少
児
か
ら
年
長
児
は
、

リ
ト
ミ
ッ
ク（
月
２
回
）や

運
動
遊
び
を
行
い
、リ
ズ
ム

感
、表
現
力
、集
中
力
を
養

っ
て
い
ま
す
。

★
特
別
保
育
事
業
を
実
施
★

　
あ
ゆ
の
さ
と
で
は
、通
常
保
育
の
ほ
か
、地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー（
す
い
す
い
）、病
後
児
保
育
、
一
時
保

育
、延
長
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
に
は
、半
年
で
千
組
の
利
用
者
が
あ
り
ま
し
た
。み
ん

な
で
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

こども園あゆのさとこども園あゆのさと

◇エネルギー…76kcal　◇カルシウム…119mg
◇たんぱく質…5.0g　◇脂質…2.4g　◇食塩相当量…0.5ｇ

●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

　土肥ビーチボーイズは、今年は団員12人で少ない人
数ですが、６年生を中心にみんなで声を出して練習を
一生懸命頑張っています。応援してくれる人たちへ最
高のプレーを見てもらえるように、思い切り打って、守
って、走って、最後まで全力で戦います。
　毎週土・日曜日に土肥小学校で練習をしています。
見学もできますので、野球をやってみたい人は気軽に
来てください。

▶
園
児
た
ち
の
一
番
人
気
は
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス（
写
真
上
）

　
園
庭
の
ガ
チ
ャ
ポ
ン
プ（
井
戸
）で
、大
好
き
な
水
遊
び
や
泥
遊
び
が

　
で
き
て
、「
最
高
！
楽
し
い
な
！
」（
写
真
下
）

▲真剣な表情でお茶会に挑戦

内田 衣吹ち
ゃん

内田 衣吹ち
ゃん

浅田 有喜ち
ゃん

浅田 有喜ち
ゃん 鈴木 健太ちゃん

鈴木 健太ちゃん（湯ヶ島）（湯ヶ島）（湯ヶ島）（湯ヶ島）
今井 隆斗ち

ゃん
今井 隆斗ち

ゃん

（修善寺）（修善寺）（修善寺）

（土肥）（土肥）（土肥）

潮木 釉ちゃん
潮木 釉ちゃん（柏久保）（柏久保）（柏久保）

三須 天歌ちゃん三須 天歌ちゃん西島 咲貴ち
ゃん

西島 咲貴ち
ゃん

波多野 良紀ちゃん波多野 良紀ちゃん
（熊坂）（熊坂）（熊坂）

大庭 琉聖ちゃん
大庭 琉聖ちゃん（修善寺）（修善寺）（修善寺）

（柏久保）（柏久保）（柏久保）（柏久保）

木村 魁人
ちゃん

木村 魁人
ちゃん

（小下田）（小下田）（小下田）

鈴木 あかりち
ゃん

鈴木 あかりち
ゃん

（修善寺）（修善寺）（修善寺）
植松 志公ちゃん植松 志公ちゃん

（本柿木）（本柿木）（本柿木）（本柿木）

大石 浬ちゃん
大石 浬ちゃん（上白岩）
（上白岩）
（上白岩）

鈴木 海陸ち
ゃん

鈴木 海陸ち
ゃん

（上白岩）（上白岩）（上白岩）

（牧之郷）（牧之郷）（牧之郷） （日向）（日向）（日向）

勝呂 芽生
ちゃん

勝呂 芽生
ちゃん

あさだ　　ゆ
き いまい　りゅ

うと すずき　　けんた

うしおぎ　ゆう すずき　か
いり

すぐろ　
めい きむら　か

いと

すずき
はたの　　　よしき

おおば　りゅうせい

にしじま　
さき

みす　　てんか

うえまつ　しこう

おおいし かいり

土屋 怜斗ちゃん土屋 怜斗ちゃん
つちや　りょうと

（大平）（大平）（大平）
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ペ
ッ
ト
動
物
の
飼
い
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

再
確
認
し
ま
し
ょ
う

対
象
／
伊
豆
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

①
接
種
時
点
で
65
歳
以
上
の
人

②
接
種
時
点
で
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に

日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
害
を
有
す
る
人

③
接
種
時
点
で
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

で
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
人

接
種
期
間
／
10
月
１
日
（
月
）
～

平
成
25
年
２
月
28
日
（
木
）

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
（
12

月
ご
ろ
ま
で
）
に
接
種
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

持
ち
物
／

健
康
保
険
証
、
自
己
負
担
金
（
千
円
）

接
種
方
法
／
左
記
の
医
療
機
関
で
行
い
ま

す
。
事
前
に
医
療
機
関
へ
電
話
で
確
認
し

て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
に
『
予
診
票
』
が
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
順
天
堂
大
学
静
岡
病
院
に
は
、
予
診
票

が
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
健
康
増

進
課
ま
た
は
各
支
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
三
島
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
女
性

の
み
、
伊
豆
長
岡
第
一
ク
リ
ニ
ッ
ク
は

透
析
患
者
の
み
接
種
で
き
ま
す
。

そ
の
他
／　
　
　
　

○
医
師
と
よ
く
相
談
し
、
体
調
の
良
い
と

き
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
医
療
機
関
に
置
い
て
あ
る
説
明
文
を
よ

く
読
ん
で
か
ら
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
委
託
医
療
機
関
以
外
の
県
内
医
療
機
関

で
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に

健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

インフルエンザ
予防接種が
一部負担でできます

高齢者の皆さん !
＜伊豆市＞
青山内科クリニック
伊豆赤十字病院
小山田医院
紀平クリニック
修善寺クリニック
すずき耳鼻咽喉科小児科
大和堂医院
南雲整形外科クリニック
今野医院
JA中伊豆温泉病院
中伊豆リハビリテーションセンター
中村医院
中島病院
伊豆慶友病院
加藤内科
佐藤医院
世良田医院
西伊豆病院附属土肥クリニック

（74）2111
（72）2148
（72）3125
（72）5521
（72）7272
（72）0902
（72）0015
（72）3111
（75）7050
（83）3333
（83）2111
（83）0396
（87）0333
（85）1701
（98）0012
（99）0005
（98）1591
（99）1234

委託医療機関

＜函南町＞
浅井外科医院
伊豆函南鈴木泌尿器科クリニック
伊豆函南セントラル病院
伊豆平和病院
ＮＴＴ東日本伊豆病院
おりた内科小児科
函南医院
函南さくらクリニック
函南平出クリニック
蛇ヶ橋クリニック
杉田整形外科
高橋クリニック
根津クリニック
三島マタニティクリニック
山口医院
リウトピアクリニック

＜伊豆の国市＞
伊豆医療福祉センター
伊豆長岡小児クリニック
伊豆韮山温泉病院
岸クリニック
健院伊豆の国
河野内科医院
杉本医院
韮山医院
花の丘診療所
伊豆長岡第一クリニック
古奈温泉クリニック
江間クリニック
慈広会記念病院
順天堂大学附属順天堂静岡病院
長岡リハビリテーション病院
あおきクリニック
伊豆保健医療センター
大仁医院西脇内科
大仁クリニック
大仁耳鼻咽喉科医院
田京診療所
つちやクリニック
土屋医院
村田内科クリニック
矢田レディースクリニック

055（978）8760
055（970）2450
055（974）0131
055（974）1355
055（978）2320
055（978）7622
055（978）3023
055（979）1666
055（978）1366
055（970）0555
055（970）2511
055（977）1121
055（979）6166
055（979）0192
055（978）2011
055（970）1000

055（949）1165
055（949）1321
055（949）1466
055（949）7770
055（949）8880
055（940）2355
055（949）2222
055（949）1036
055（949）6886
055（947）2665
055（948）1038
055（947）1238
055（947）0511
055（948）3111
055（948）0555
（75）0303
（76）0111
（76）3712
（76）2556
（76）4187
（76）3201
（77）１５11
（76）1149
（76）8866
（76）4550

　インフルエンザは、普通の風邪のようなのどの痛み、
鼻水、咳などの症状もありますが、38℃以上の高熱、頭
痛、関節痛、筋肉痛などの全身症状が特徴です。
　高齢者の場合、症状が出にくいため発症に気づかず、
肺炎などの合併症を起こすことが多くなります。

　インフルエンザを予防するには、
日ごろの健康管理（うがい・手洗い、
十分な栄養・休養）と予防接種！
　流行する前に接種しましょう。

　　　　　　　　			問合せ／健康増進課
　　　　　　　　　　　　			☎（72）９８６１

   環境衛生課からお知らせ

　
　
　
　
　
　

10
月
・
11
月
は

　
　
　
　
　
　
　
　

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

▲わたしたちが目を光らせています！

▲不法投棄は犯罪です！

イ
ヌ
を
飼
う
場
合
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

１ 
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

　

生
後
91
日
以
上
の
イ
ヌ
は
、
登
録
が

必
要
で
す
。
登
録
は
生
涯
で
一
度
で
す
。

た
だ
し
、
引
っ
越
し
や
譲
渡
を
し
た
場

合
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

２ 

予
防
接
種
を
し
ま
し
ょ
う

　

生
後
91
日
以
上
の
イ
ヌ
は
毎
年
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
に
行
う
各
地
区
で
の
集
合
注
射

か
動
物
病
院
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

３ 

常
に
鎖
な
ど
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

　

囲
い
の
な
い
所
で
放
し
飼
い
に
し
た

り
、
飼
い
主
か
ら
離
れ
て
散
歩
さ
せ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　

飼
い
主
は
、「
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い

て
も
、
苦
手
な
人
に
と
っ
て
は
、
小
さ

な
イ
ヌ
が
じ
ゃ
れ
て
寄
っ
て
く
る
だ
け

で
も
恐
怖
心
を
持
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

イ
ヌ
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
も

い
ま
す
。

　

ま
た
、
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
こ
し

た
り
、
交
通
事
故
に
遭
う
危
険
か
ら
守

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
に

え
さ
を
与
え
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
に
え
さ
を
与
え
る
と
…

○
地
域
に
ネ
コ
が
集
ま
り
、
住
み
つ
い

　

て
し
ま
い
ま
す
。

○
集
ま
っ
た
ネ
コ
同
士
が
子
ネ
コ
を
産

　

ん
で
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

○
増
え
た
ネ
コ
が
近
所
の
家
で
ふ
ん
や

　

尿
を
し
た
り
、
庭
や
畑
を
荒
ら
し
た

　

り
し
ま
す
。

そ
こ
で
…

○「
か
わ
い
そ
う
」
だ
け
の
安
易
な
気
持

　

ち
で
え
さ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
こ
れ
以
上
、
不
幸
な
子
ネ
コ
を
増
や

　

さ
な
い
た
め
に
も
避
妊
・
去
勢
手
術

　

を
し
ま
し
ょ
う
。

※
市
で
は
、
手
術
費
用
の
助
成
制
度
が

　

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課

　
　
　
　

☎
（
72
）
９
８
５
７

　

静
岡
県
東
部
保
健
所
修
善
寺
支
所

　
　
　
　

☎
（
72
）
２
３
１
０

　

不
法
投
棄
は
伊
豆
市
の
み
な
ら
ず
、

全
国
的
に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
10
月
・
11
月
を
不
法
投
棄

防
止
強
化
月
間
と
し
、『
不
法
投
棄
監
視

員
』
や
『
不
法
投
棄
・
野
焼
き
監
視
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
』
な
ど
に
よ
り
不
法
投
棄

の
防
止
、
取
り
締
ま
り
の
徹
底
を
図
り

ま
す
。

不
法
投
棄
へ
の
対
応

　

苦
情
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
把
握
さ

れ
た
不
法
投
棄
現
場
で
は
、
警
察
な
ど

と
連
携
し
、
現
場
に
投
棄
さ
れ
た
廃
棄

物
か
ら
投
棄
者
を
特
定
す
る
調
査
を
行

い
ま
す
。
判
明
し
た
投
棄
者
は
、
現
場

回
復
は
も
ち
ろ
ん
、
廃
棄
物
の
量
や
質

に
よ
っ
て
、
警
察
に
検
挙
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

強
化
月
間
の
活
動
内
容

○
不
法
投
棄
の
恐
れ
が
あ
る
山
林
を
重

　
点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

○
不
法
投
棄
場
所
の
早
期
発
見
に
よ
る

　
被
害
拡
大
の
防
止

○
不
法
投
棄
者
の
特
定
な
ど
に
よ
る
廃

　
棄
物
の
早
期
撤
去

○
不
法
投
棄
移
動
式
監
視
カ
メ
ラ
の
設

　
置

※
こ
の
強
化
月
間
中
は
、
定
期
的
な
パ

　

ト
ロ
ー
ル
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も

　

に
、
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
こ

　

れ
ま
で
以
上
の
不
法
投
棄
防
止
を
目

　

指
し
ま
す
。

　
　

 　
　

 

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課

　
　
　
　

☎
（
72
）
９
８
５
７
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農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

も
軽
自
動
車
税
の
申
告
が
必
要
で
す
！

　

道
路
（
公
道
）
の
走
行
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
乗
用
装
置
の
付
い
て
い
る
農
耕
作
業

用
の
小
型
特
殊
自
動
車
、
工
場
内
や
事
業
所

の
中
で
使
用
す
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
を
取
得
し
た
場
合
は
、
市
へ

の
軽
自
動
車
税
の
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
新
た
に
該
当
車
両
を
取
得
し
た
人
、

す
で
に
該
当
車
両
を
所
有
し
て
い
る
が
申
告

を
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
人
は
、
速
や
か
に
市

役
所
で
手
続
き
し
、
標
識
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

○
所
有
者
、
使
用
者
、
届
出
者
の
印
鑑

　
（
法
人
名
義
の
場
合
は
、
法
人
印
が
必
要
）

○
販
売
証
明
書（
販
売
店
か
ら
の
購
入
な
ど
）

ま
た
は
譲
渡
証
明

書（
個
人
売
買
、譲

渡
な
ど
）

○
車
名（
メ
ー
カ
ー
名
）、

型
式
、車
台
番
号
、

排
気
量
が
分
か
る

も
の

申
請
場
所
／
税
務
課

ま
た
は
各
支
所

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
７２
）
９
８
５
４

重
度
障
害
者
（
児
）
医
療
費
助
成

の
対
象
を
拡
大
し
ま
す

対
象
者
／
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
１

級
を
所
持
し
て
い
る
人
で
、
前
年
度
の
所
得

が
市
の
定
め
る
基
準
を
下
回
る
人

適
用
日
／
１０
月
１
日
（
月
）
の
診
療
分
か
ら

申
請
場
所
／
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所

※
事
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
た
場

合
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
市
が
助

成
し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
７２
）
９
８
６
３

　

10
月
1
日
は
『
浄
化
槽
の
日
』

　

毎
年
、
１０
月
1
日
は
『
浄
化
槽
の
日
』
で

す
。
こ
の
日
は
、
浄
化
槽
に
関
す
る
諸
制
度

を
整
備
し
た
『
浄
化
槽
法
』
が
、
昭
和
60

年
10
月
1
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た
の
を
記
念

し
て
、
昭
和
62
年
に
当
時
の
厚
生
省
、
建
設

省
お
よ
び
環
境
庁
の
３
省
庁
の
主
唱
に
よ
り

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
環
境
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽
の
保
守
点

検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
必
ず
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

◆
浄
化
槽
を
お
持
ち
の
人
は
、
次
の
3
つ
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
！

○
保
守
点
検
の
実
施
（
年
3
～
4
回
以
上
）

○
清
掃
の
実
施
（
年
1
回
以
上
）

○
法
定
検
査
の
受
検
（
年
1
回
）

※
こ
れ
ら
を
実
施
せ
ず
、
県
か
ら
の
指
導
に

従
わ
な
い
場
合
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
に
関
す
る
よ
く
さ
れ
る
質
問
／

①
保
守
点
検
と
は
？

　

県
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業
者（
※
1
）

が
浄
化
槽
の
点
検
や
附
帯
設
備
の
調
整
、修

理
の
ほ
か
消
毒
剤
の
補
充
な
ど
、浄
化
槽
を

正
常
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
作
業
を
行
い
ま

す
。人
間
に
例
え
る
と
病
気
を
予
防
す
る
た

め
の
日
常
的
健
康
管
理
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

（
※
1
）
県
生
活
環
境
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
県
で
登
録
を

　

 

受
け
て
い
る
保
守
点
検
業
者
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

②
清
掃
と
は
？

　

市
町
の
許
可
を
受
け
た
清
掃
業
者
（
※
2
）

が
、
浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
や
ス
カ
ム

（
※
3
）
な
ど
を
引
き
抜
き
、
浄
化
槽
内
の
掃

除
を
行
い
ま
す
。

（
※
2
）
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
市
で
登
録
を
受
け
て
い
る

清
掃
業
者
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
※
3
）
有
機
物
を
分
解
し
た
微
生
物
の
死
骸
の
こ
と
で

す
。

③
法
定
検
査
と
は
？

　

県
の
指
定
を
受
け
た
指
定
検
査
機
関
が
、

浄
化
槽
の
設
置
工
事
や
そ
の
後
の
保
守
点
検
・

清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、
き
れ
い
な
水
が
放

流
さ
れ
て
い
る
か
を
水
質
検
査
・
外
観
検
査
・

書
類
検
査
に
よ
り
調
査
し
ま
す
。
人
間
に
例

え
る
と
、
年
に
1
回
行
う
健
康
診
断
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

法
定
検
査
申
込
み
先
／

（
財
）
静
岡
県
生
活
化
学
検
査
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
（
６
２
１
）
５
０
３
０

浄
化
槽
に
関
す
る
問
合
せ
／

県
く
ら
し
・
環
境
部
環
境
局
生
活
排
水
課　

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
２
２
６
８

県
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
生
活
環
境
課　

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
１
３
５

上
下
水
道
課　

☎
（
８３
）
３
９
０
１

環
境
衛
生
課　

☎
（
７２
）
９
８
５
７

2012.1021 2012.10 20

お知らせ

お
知
ら
せ

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
　

～
10
月
は
里
親
月
間
で
す
～

　

子
ど
も
た
ち
は
、
温
か
い
家
庭
生
活
の
体

験
の
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
る
里
親
を
求
め

て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

里
親
制
度
と
は
／
家
庭
で
養
育
さ
れ
る
こ
と

が
難
し
い
子
ど
も
を
、
知
事
の
認
定
し
た
里

親
に
預
け
、
里
親
家
庭
の
中
で
温
か
い
愛
情

を
持
っ
て
育
て
よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

里
親
に
な
る
に
は
／
子
ど
も
の
養
育
に
つ
い

て
理
解
と
熱
意
を
持
ち
、
豊
か
な
愛
情
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
里
親

の
申
し
込
み
は
年
間
を
通
し
、
い
つ
で
も
受

け
付
け
て
お
り
、
県
が
実
施
す
る
研
修
を
修

了
し
、
知
事
が
里
親
と
し
て
認
定
し
た
人
は
、

里
親
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。

里
親
の
種
類
／
里
親
に
は
、
委
託
機
関
や

目
的
な
ど
に
よ
り
、
養
育
里
親
、
専
門
里
親
、

親
族
里
親
、
養
子
縁
組
希
望
里
親
の
4
種

類
が
あ
り
ま
す
。

里
親
に
な
っ
た
ら
／
児
童
相
談
所
が
、
里
親

の
希
望
を
聞
い
た
上
で
、
養
育
を
お
願
い
す

る
子
ど
も
を
決
定
し
ま
す
。
子
ど
も
の
養
育

を
お
願
い
し
て
い
る
間
は
、
定
め
ら
れ
た
養
育

に
必
要
な
経
費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

申
込
み
／
こ
ど
も
課
☎
（
７２
）
９
８
７
０

東
部
児
童
相
談
所

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
０
８
３

制
度
に
つ
い
て
／
県
こ
ど
も
家
庭
課　

  　

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
２
９
２
２

東
部
児
童
相
談
所

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
０
８
３

１０
月
１５
日
～
2１
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

　

身
近
な
相
談
役『
行
政
相
談
委
員
』を

ご
存
じ
で
す
か
？
国
の
行
政
に
対
す
る
住
民

の
皆
さ
ん
の
苦
情
、要
望
、問
い
合
わ
せ
な
ど

を
聞
き
、解
決
の
促
進
を
図
る
の
が
総
務
省
の

『
行
政
相
談
』で
す
。　
　
　
　
　
　

　

そ
の
相
談
に
応
じ
る
身
近
な
窓
口
に
な
る

の
が
、『
行
政
相
談
委
員
』で
す
。行
政
相
談

委
員
は
総
務
大
臣
が
お
願
い
し
た
民
間
の
有

識
者（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）で
す
。

行
政
相
談
委
員
／
※
敬
称
略　
　
　
　
　

○
海
老
名 

明（
原
保
２
５
６
―
1
）

　

☎（
８３
）０
１
０
７     

○
堀
江 

正
身（
矢
熊
６
３
―
２
）

　

☎（
８７
）０
３
８
８　
　

  

○
野
田 

幸
子（
本
立
野
２
３
９
）

　

☎（
７２
）３
６
９
４

※
堀
江
正
身
さ
ん
は
、5
月
22
日（
火
）に
グ
ラ

ン
シ
ッ
プ
で
行
わ
れ
た『
行
政
相
談
委
員
全

体
会
議
』で
、業
績
が
顕
著
な
行
政
相
談
員

に
贈
ら
れ
る
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

相
談
日
・
会
場
／
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
秘
密
厳
守・無
料・要
電
話
予
約
）

○
10
月
９
日（
火
） 

9
時
～
12
時　

　

生
き
い
き
プ
ラ
ザ
、中
伊
豆
支
所

○
10
月
26
日（
金
） 

１３
時
30
分
～
16
時
30
分

　

土
肥
支
所

○
11
月
13
日（
火
） 

9
時
～
12
時　

　

生
き
い
き
プ
ラ
ザ
、天
城
湯
ケ
島
支
所　

問
合
せ
／
市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

静
岡
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
５
７
０
―
０
９
０
１
１
０

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
が
禁
止
と
な
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
10
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
間

に
認
め
ら
れ
て
い
た
愛
が
ん
飼
養
を
目
的
と

し
た
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
が
、平
成
24
年
度
以
降
、

静
岡
県
全
域
で
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
、新
た
な
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
・
飼
養
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
現
在
飼
養
登
録
が
済
ん
で
い
る
メ

ジ
ロ
に
限
り
、
更
新
手
続
き
を
行
え
ば
、
継

続
し
て
飼
養
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
７２
）
９
８
９
３

児
童
手
当
支
払
い
の
お
知
ら
せ

　

児
童
手
当
１０
月
定
時
払
（
６
月
～
９
月

分
）
は
、
１０
月
１０
日
（
水
）
に
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
、
児
童

手
当
の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
７２
）
９
８
６
４

手
編
み
教
室
受
講
者
募
集

　

基
本
の
編
み
方
を
マ
ス
タ
ー
し
な
が
ら
、か

ぎ
針
編
み
や
棒
針
編
み
で
流
行
の
ス
ヌ
ー
ド
や

バ
ッ
グ
を
編
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。編
み
図

の
読
み
方
か
ら
勉
強

し
ま
す
。作
品
は
３

月
の
生
涯
学
習
講

座
発
表
会
で
展
示
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き
／
10
月
24
日

（
水
）・11
月
7
日（
水
）21
日（
水
）・12
月
19
日

（
水
）13
時
～
16
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／
稲
本
真
理
子
さ
ん

定
員
／
先
着
１０
人（
か
ぎ
針
編
み
希
望
の
場

合
は
鎖
編
み
が
で
き
る
人
）

内
容
／
講
座
で
用
意
し
た
編
み
図
を
選
ん
で

製
作
し
ま
す（
ス
ヌ
ー
ド
、手
袋
、ベ
ビ
ー
小
物

な
ど
）。

材
料
費
／
1
作
品
２
５
０
０
円
程
度（
１
玉

５
０
０
円
程
度
で
必
要
数
に
よ
り
変
動
し
ま

す
。）

申
込
み
／
10
月
9
日（
火
）9
時
～
10
月
22

日（
月
）17
時
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
土・日・祝
日・夜
間
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課　
（
８３
）５
４
７
６

主な小型特殊自動車の一覧表
区分

車両

税額

規格

農耕作業用自動車 農耕用以外

・農耕トラクタ
・刈取脱穀作業車
　（コンバイン）
・農業用薬剤散布車
・田植え機
・国土交通大臣の指定する
　農耕作業用自動車

・フォークリフト
・フォークローダ
・シャベルローダ
・ロードローラ　　
　　　　　　　など

・大きさ制限なし
・排気量制限なし
・最高速度35km/h 未満

・全長4.7m以下、
　全幅1.7m 以下、全高2.8m以下
・排気量制限なし
・最高速度15km/h 未満

4,700円1,600円

募

　
　集

▲特徴は目の周りが白い『メジロ』

▲こんなにステキな作品ができます！
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お知らせ
じ
っ
く
り・て
い
ね
い
に
教
え
ま
す
！

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

伊
豆
総
合
高
校
の
先
生
と
パソ
コ
ン
部
の
皆

さ
ん
が
講
師
と
な
り
、今
年
も
初
心
者
パソ
コ

ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。今
年
は
、表
計
算
や

集
計
が
で
き
る
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
て
講
座
を

進
め
ま
す
。家
計
簿
作
り
や
確
定
申
告
の
基

礎
資
料
作
り
な
ど
に
も
役
立
ち
ま
す
の
で
、奮

って
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／
11
月
7
日（
水
）・
8
日（
木
）・
9
日

（
金
）16
時
～
17
時

と
こ
ろ
／
伊
豆
総
合
高
校
情
報
総
合
実
習
室

内
容
／
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作（
表
の
作
成
と

グ
ラ
フ
の
作
成
な
ど
）

対
象
／
市
民
20
人（
3
日
間
参
加
で
き
る
人
）

参
加
料
／
無
料

募
集
開
始
／
10
月
16
日（
火
）9
時
～（
土
日

を
除
く
）

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
６

登
録
統
計
調
査
員
と
し
て

活
動
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、国
な
ど
が
行
う
各
種
統
計
調
査

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る『
登
録
統
計
調
査

員
』を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
牧
之
郷
、小
土
肥
、小
下
田
、八
木
沢
、

天
城
湯
ケ
島
、中
伊
豆
地
区
に
お
い
て
、統
計

調
査
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
仕
事
／
調
査
対
象
の
世
帯

や
事
業
所
へ
の
調
査
票
の
配
布
、記
入
の
指
導
、

調
査
票
の
回
収・点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
／
20
歳
以
上
の
人
で
税
務
、警
察
、

選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人

待
遇
／
調
査
活
動
に
従
事
し
た
対
価
と
し
て

報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。報
酬
は
1
調
査
に

つ
き
２
万
円
か
ら
４
万
円
程
度
で
、調
査
の
種

類
や
内
容
、受
け
持
ち
件
数
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

今
後
の
主
な
調
査
の
予
定
／

○
平
成
25
年
住
宅・土
地
統
計
調
査　

○
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―
基
礎
調
査　

○
平
成
27
年
国
勢
調
査

※
調
査
の
実
施
前
に
登
録
調
査
員
に
都
合
を

お
聞
き
し
ま
す
。都
合
が
合
え
ば
従
事
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、調
査
の
種
類
や
規

模
、地
域
の
状
況
を
考
慮
し
て
お
願
い
し

ま
す
の
で
、登
録
後
す
ぐ
に
従
事
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎（
74
）３
０
６
６

市
営
住
宅
入
居
者
募
集
を
し
ま
す

募
集
団
地
／

○
修
善
寺
地
区

　

中
里
団
地
（
１
戸
）

　

立
野
団
地
（
１
戸
）

　

椿
団
地
（
4
戸
）

○
土
肥
地
区　
　
　
　
　
　

　

土
肥
団
地
（
４
戸
）

○
天
城
湯
ケ
島
地
区

　

青
羽
根
団
地
（
１
戸
）

　

宮
の
前
団
地
（
１
戸
）

○
中
伊
豆
地
区

　

冷
川
団
地
（
１
戸
）

注
意
事
項　

○
中
里
団
地
は
、
高
校
生
以
下
の
お
子
さ
ん

　

を
持
つ
世
帯
が
申
し
込
み
可
能
で
す
。

○
宮
の
前
団
地
は
、単
身
で
の
申
し
込
み
は
、

　

で
き
ま
せ
ん
。

家
賃
／
入
居
者
の
合
計
所
得
等
に
よ
り
計
算

し
決
定

応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す

る
こ
と

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
60
歳
以

　

上
な
ど
、
単
身
で
も
可
能
な
場
合
あ
り
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
で
あ
る
こ
と

④
す
べ
て
の
市
町
村
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ

　

と
⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑥
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
が
２
人
設
定
で

　

き
る
こ
と
（
持
家
あ
り
・
滞
納
が
な
い
な

　

ど
の
基
準
あ
り
）

入
居
予
定
／
１１
月
下
旬
～

※
青
羽
根
団
地
と
椿
団
地（
１
戸
）は
入
居
日

　

未
定

募
集
期
間
／

１０
月
１
日
（
月
）
～
１０
月
２６
日
（
金
）

提
出
書
類
／

①
入
居
申
込
書

②
入
居
者
全
員
の
住
民
票

③
入
居
者
全
員
（
学
生
以
外
）
の
所
得
課

　

税
証
明
（
平
成
23
年
分
）

④
納
税
証
明
書
（
平
成
23
年
度
分
）

申
込
書
提
出
先
／

土
地
対
策
課
ま
た
は
土
肥
支
所

問
合
せ
／
土
地
対
策
課　

☎
（
83
）
５
２
０
４

十
月
の
近
代
日
本
画

　

10
月
は
、
伊
豆
市
所
蔵
の
近
代
日
本
画
の

中
か
ら
小
林
古
径
、
安
田
靫
彦
、
前
田
青
邨

が
描
い
た
歴
史
画
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
作
品
／

『
重
盛
』
小
林
古
径	

一
幅	

明
治
44
年

『
燈
籠
大
臣
』
前
田
青
邨	

一
幅	

明
治
末

『
吉
野
訣
別
』　

安
田
靫
彦	

一
幅	

明
治
32
年

『
忠
度
訪
俊
成
』
安
田
靫
彦	

一
幅	

大
正
５
年
ご
ろ

『
後
三
年
』
前
田
青
邨	

一
帖	

大
正
初

『
あ
や
め
の
前
』
安
田
靫
彦	

一
幅	

明
治
42
～
44
年

『
騎
馬
武
者
』　

前
田
青
邨	

一
面	

明
治
末

☆
見
ど
こ
ろ

　

小
林
古
径
の
『
重
盛
』
は
、
明
治
44
年
の
紅

児
会
に
出
品
さ
れ
た
作
品
で
す
。
重
盛
は
平
清

盛
の
長
子
で
、
性
質
は
温
情
に
し
て
教
養
と
武

勇
の
誉
れ
が
高
く
、
仏
道
に
深
く
帰
依
し
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
図
は
、
そ
の
念
仏

会
の
場
面
を
描
い
た
も
の
で
す
。
供
養
菩
薩
で

荘
厳
さ
れ
た
堂
内
柱
が
、
燈
籠
の
明
か
り
の
中

に
浮
か
び
上
が
り
、
散
華
の
花
び
ら
が
舞
う
な

か
で
、
白
い
直
衣
を
着
た
重
盛
が
静
か
に
座
す

姿
を
、
淡
い
色
調
で
幻
想
的
に
描
き
出
し
た
叙

情
あ
ふ
れ
る
作
品
で
す
。

【
※
お
知
ら
せ
】10
月
4
日（
木
）～
11
日（
木
）

ま
で
燻く

ん
じ
ょ
う蒸
作
業
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

展
示
期
間
／
10
月
12
日（
金
）～
30
日（
火
）

９
時
～
16
時（
木
曜
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生
１
５
０
円

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎
（
72
）
１
９
３
４

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
花
壇
募
集
中
！

　

第
8
回
伊
豆
市
花
いっ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
す
。
市
内
を
飾
る
花
畑
、
花
壇
、

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
な
ど
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

対
象
／
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

花
畑
、
花
壇
、
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
な
ど

①
市
内
に
植
栽
さ
れ
て
い
て
、
道
行
く
人
の

　

目
に
ふ
れ
る
花
壇
で
あ
る
こ
と

②
歩
行
者
や
車
の
通
行
を
妨
げ
な
い
も
の
で

　

あ
る
こ
と

③
平
成
23
年
12
月
1
日
以
降
に
植
栽
さ
れ
た

　

も
の
で
あ
る
こ
と

※
有
料
施
設
内
の
花
壇
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

※
同
じ
場
所
で
も
季
節
を
変
え
て
応
募
で
き

　

ま
す
。

審
査
方
法
／
写
真
に
よ
る
公
開
審
査
会
を
実

施
し
ま
す
。

表
彰
／

○
優
秀
賞
（
５
点
）、
伊
豆
市
花
の
会
会
長

　

賞
（
１
点
）
…
5
千
円
以
内
の
園
芸
用
品

　

を
贈
呈

○
特
別
賞
（
数
点
）
…
3
千
円
以
内
の
園

　

芸
用
品
を
贈
呈

○
参
加
賞
…
堆
肥
と
腐
葉
土
（
個
人
・
団
体

ご
と
各
1
袋
）

参
加
方
法
／
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
花
壇
な
ど
の
写
真
を
3
枚
程

度
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
写

真
は
花
壇
の
全
体
像
が
分
か
る
も
の
を
お
願

い
し
ま
す
（
花
の
ア
ッ

プ
の
写
真
は
不
可
）。

応
募
締
切
／

11
月
30
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
／

農
林
水
産
課
内

☎
（
７２
）
９
８
９
３

世
界
の
料
理
教
室
参
加
者
募
集

～
ブ
ー
タ
ン
編
～

　

伊
豆
市
交
流
協
会
で
は
、
料
理
を
通
し
て

世
界
の
国
々
の
文
化
を
知
る
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
『
辛
い
』
と
有
名
な
ブ

ー
タ
ン
料
理
で
す
。
世
界
の
お
い
し
い
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。と

き
／
１１
月
11
日
（
日
）
１０
時
～
１３
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

参
加
料
／
会
員
千
円
、
一
般 

１
５
０
０
円

人
数
／
先
着
30
人

講
師
／
志
村 

ス
マ
ナ
さ
ん

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
3
枚
、

筆
記
用
具

申
込
み
／
11
月
2
日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
次
の
内
容
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

①
名
前 

②
住
所 

③
電
話
番
号

問
合
せ
／
伊
豆
市
交
流
協
会
事
務
局 

☎
（
７２
）
９
９
１
１ 　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
７２
）
９
９
０
９

 kouryu@
city.izu.shizuoka.jp

旧
中
伊
豆
荘
跡
地
売
却
の

公
募
を
行
い
ま
す

公
募
期
間
／

１０
月
1
日
（
月
）
～
１０
月
３１
日
（
水
）

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
財
務
課　

☎
（
７２
）
１
１
９
２

第
9
回
伊
豆
市
民
文
化
祭
開
催
！

《
音
楽
芸
能
部
門
》

と
き
／
１０
月
２７
日
（
土
）・
２８
日
（
日
）

９
時
３０
分
開
演
予
定

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

《
展
示
部
門
》

○
修
善
寺
地
区
（
一
般
作
品
）

　
と
き
／
１１
月
３
日
（
土
・
祝
）

　

９
時
～
１８
時

　

４
日
（
日
）　

９
時
～
１６
時

　
と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

○
修
善
寺
地
区
（
園
児
・
児
童
・
生
徒
）

　
と
き
／
１１
月
１０
日
（
土
）・
１１
日
（
日
）

　

９
時
～
１６
時

　
と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

○
中
伊
豆
・
天
城
・
土
肥
地
区

　
と
き
／
１１
月
１０
日
（
土
）　

９
時
～
１８
時

　

１１
日
（
日
）　

９
時
～
１６
時

　
と
こ
ろ
／
中
伊
豆
中
央
公
民
館
・
狩
野
ド

　

ー
ム
・
土
肥
小
学
校
体
育
館

問
合
せ
／
社
会
教
育
課　

☎
（
８３
）
５
４
７
８

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

Q 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
自
宅
に
設
置

し
た
い
の
で
す
が
、
補
助
金
制
度
は
あ
り

ま
す
か
？

　　　A　　　 

あ
り
ま
す
。 

　

市
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
費
補
助
金
は
、
環
境
衛
生
課
窓
口
で
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
書
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま

た
は
、
環
境
衛
生
課
窓
口
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

補
助
金
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
市
の
補
助
金
制
度

以
外
に
も
、
国
と
県
の
補
助
金
制
度
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
併
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
補
助
金
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
国
3
万
5
千
円
／
ｋｗ

　

ま
た
は
3
万
円
／
ｋｗ

○
県
2
万
5
千
円
／
ｋｗ

○
市
3
万
円
／
ｋｗ

※
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
最
大
出
力
値
に
よ
っ
て

　

補
助
金
額
（
上
限
あ
り
）
は
決
定
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
環
境
衛
生
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（

７２
）
９
８
５
７

▲昨年度『花壇の部』受賞作品
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伊豆市の人口

※（　）内は前月比

平成24年
9月1日現在

男 　　16,418人 （－9）

女　　17,923人 （－2）

計　　34,341人 （－11）

世帯数 13,578世帯 （+16）

だよりvol.19

サイクルレジャーの
聖地を目指して！

　相模湾を臨む伊東温泉から駿河湾を抱く土肥温泉ま
で、伊豆半島を東から西へ横断する『第５回伊豆半島横
断サイクリング』が９月９日（日）に開催されました。
　前日は、横断サイクリン
グ参加者特別企画として
『日本競輪学校生徒の日常
生活体験』が開催され、約
２０人の参加者が400mピ
スト走行や登坂走路など普
段味わえない競輪学校で
の訓練体験と競輪学校生
徒との交流を楽しみました。
　当日は、伊東温泉競輪場をスタートし、土肥松原公園
までの７５kmを競輪学校
の生徒と一緒にサイクリン
グしました。23歳～70歳
までの約90人が参加し、
10人ずつのグループに分
かれ、競輪学校の生徒が入
りスタート。各チェックポイ
ントでは、市特産のおもて
なしが振る舞われ、最終関
門のだるま山の坂では「きついっ！！！」との声が多く聞こえ

ましたが、ゴールした参
加者からは「きつかった
けど楽しかった！」、「将来
の競輪選手と一緒に走
れてよかった」と達成感
の声が聞けました。走り
足りない参加者はさら
に『恋人岬』まで往復
し、約90kmを完走し
ました。

皆さんの写真をお待ちしています。投稿方法は市ホームページをご覧ください。

プロジェクト
最前線！

市の主要事業を紹介するコーナーです。

　申込み・問合せ　社会教育課☎（83）5477　

 『伊豆市スポーツ推進委員』とは、『スポーツ基本法』に基づき、市教
育委員会が委嘱する非常勤の公務員です。
　主な活動内容は、市のスポーツ振興を図るため、市民への健康、体
力づくり教室の開催、ニュースポーツなどの紹介と実技指導、市内各
地区やスポーツ団体が行うスポーツ行事・事業への協力、そのほかス
ポーツに関する指導・助言などを行っています。誰もが気軽に参加で
きるスポーツイベントの企画や運営など、スポーツ全般の推進者とし
て活動しています。
　今年度の後期も、さまざまな教室やイベントを計画しています。どう
ぞお気軽にご参加ください。
○コアストレッチウォーキング教室　毎週水曜日　１９時３０分～
　１０月１０日 修善寺体育館
　　　 １７日 白岩グラウンド
          ２４日 狩野ドーム　
          ３１日 土肥小体育館
　そのほかのスポーツイベント
情報など詳細は、『スポーツ推進
委員だより』を各戸配布します
ので、ご確認ください。
　用具の貸し出しや出前教室も
随時受け付けています。　

伊豆市スポーツ推進委員会
～市民すべてが１人１つ以上のスポーツを～ 

　問合せ　政策推進課☎（72）1187

『第５回伊豆半島横断サイクリング』を開催

  問合せ　 観光交流課☎（72）9911　
インターネットは…　　サイクルメッカ伊豆　　　検索

▲こんなに急な坂を走行

▲最高のサイクリング日和

▲喜びのゴール！

▲『キンボール』を楽しむ参加者

▲喜びのゴール！

（9月中旬、八幡にて撮影）

　日々の何気ない風景の中
から、『秋色』を見つけました。
彼岸花の赤色と稲穂の黄金
色が、とてもきれいに撮れま
した。もうすっかり秋ですね。

佐藤　榮さん（80代・男性）

まちかど

 秋の知らせを告げる色たち 秋の知らせを告げる色たち

◎今月の表紙
お米のありがたみを実感

　9月13日（木）、月ヶ瀬小学校の
4・5年生18人が昔ながらの農業
体験の一環で稲穂の脱穀作業を
行いました。この日のためにシル
バー会員5人が駆け付け、児童た
ちをサポート。脱穀したお米は、児
童たちの学校の行事や家庭科の
授業でおいしくいただく予定です。

2012.10 24



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★その他、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2012／H24
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

     1 2 3

 4 5 6 7 8 9 10

 11 12 13 14 15 16 17 

  18 19 20   　　  21  　　  22          23           24

  25           26　       27          28　　　 29　　　30

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●第19回きのこ祭り
（県きのこ総合センター）
●伊豆市民文化祭修善寺地
区一般作品展示部門
（生きいきプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●ソフトバレー教室
（狩野ドーム）
●1.6歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●市民ハイキングinだるま山
●伊豆市民文化祭修善寺地
区一般作品展示部門
（生きいきプラザ）

●ソフトバレー教室
（修善寺体育館）

●第36回全国育樹祭
（天城ドームなど）
●婦人科検診・骨密度検診
（生きいきプラザ）
●伊豆市民文化祭土肥・天
城・中伊豆地区一般作品展示
部門（生きいきプラザ）

●ソフトバレー教室
（中伊豆社会体育館）

●2歳・2.6歳児健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●伊豆市民文化祭土肥・天
城・中伊豆地区一般作品展示
部門（生きいきプラザ）

●ソフトバレー教室
（土肥小学校体育館）
●健康相談
（中伊豆ふれあいプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談
（天城保健福祉センター）

●健康相談
（生きいきプラザ）

●Ｔｈｉｓ伊豆収穫祭＆ＪＡま
つり伊豆
（天城ふるさと広場）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談
（土肥保健センター）

●消防団秋季演習
（中伊豆グラウンド）

●伊豆市青少年健全育成大会
（生きいきプラザ）

月11

●上下水道料金（天城・中伊豆・土肥地区）…………  26日
●土肥地区温泉料金 ……………………………………… 26日
●国民健康保険税第5期……………………………………30日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…土・日・祝日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 13日・20日

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日
● 万 天 の 湯 … 木曜日



　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『修善寺子育て支援センター』と『すいすい』は、９時～１５時

図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき／21日（水）9時40分～11時40分
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／13日（火）9時～12時　
ところ／中伊豆支所、土肥支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／13日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ、天城湯ケ島支所
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
中伊豆支所☎（83）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／26日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
サポートセンターゆめワーク☎（75）5600
伊豆医療福祉センター☎055（949）1418

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／10日（土）13時～15時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）・各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

※緊急の場合は１１９

11月
休日当番医

 3日 矢田レディースクリニック（伊豆の国市宗光寺）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（76）4550 
 4日 青山内科クリニック（加殿）☎（74）2111 
 11日 中伊豆リハビリテーションセンター（冷川）☎（83）2111 
 18日 小山田医院（修善寺）☎（72）3125 
 23日 紀平クリニック（柏久保）☎（72）5521
 25日 すずき耳鼻咽喉科小児科（柏久保）☎（72）0902

 園庭開放 実施日
 修善寺東保育園 毎週火曜日
 熊坂保育園 毎週火曜日
 橘保育園 毎週月曜日
 原保保育園 毎週金曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのびくらぶ（天城保健センター） 毎週月・水・金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
ちびっこサロン（中伊豆保健センター） 毎週火・水・木曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 毎週月・金曜日

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　11日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  2日・16日(金)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　10日・24日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　8日・22日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　17日(土)10時30分～11時
★うりぼうおはないかい(天城)0歳～3歳
　 8日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　10日・24日(土)10時30分～11時

11
1日～10日　大日如来坐像特別展観（有料）

　　　　　　　　　　　　　　／修禅寺・宝物館

１日～30日　伊豆まるごとTO-JI博覧会／市内各所

１日～３０日　天城越え紅葉まつり／道の駅天城越え

４日・１１日・１８日　地曳網体験／土肥

６日～１２月２１日の毎火・金曜日　銀河バスツアー／土肥

７日～９日　桂谷八十八ヶ所巡礼／修善寺温泉場周辺

11月の毎土・日・月曜日・祝日

　天城越え『伊豆の踊子』まつり／旧天城トンネル

１７日～１２月５日　もみじまつり／修善寺もみじ林

中旬～１２月上旬　キウイフルーツ狩り／下船原

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

22日～１２月２日　もみじライトアップ／虹の郷

22日～１２月２日　修禅寺庭園秋の特別公開（有料）

　　　　　　　　

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日～10日　大日如来坐像特別展観（有料）

　　　　　　　　　　　　　　／修禅寺・宝物館

１日～30日　伊豆まるごとTO-JI博覧会／市内各所

１日～３０日　天城越え紅葉まつり／道の駅天城越え

４日・１１日・１８日　地曳網体験／土肥

６日～１２月２１日の毎火・金曜日　銀河バスツアー／土肥

７日～９日　桂谷八十八ヶ所巡礼／修善寺温泉場周辺

11月の毎土・日・月曜日・祝日

　天城越え『伊豆の踊子』まつり／旧天城トンネル

１７日～１２月５日　もみじまつり／修善寺もみじ林

中旬～１２月上旬　キウイフルーツ狩り／下船原

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

22日～１２月２日　もみじライトアップ／虹の郷

22日～１２月２日　修禅寺庭園秋の特別公開（有料）

　　　　　　　　

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日～10日　大日如来坐像特別展観（有料）

　　　　　　　　　　　　　　／修禅寺・宝物館

１日～30日　伊豆まるごとTO-JI博覧会／市内各所

１日～３０日　天城越え紅葉まつり／道の駅天城越え

４日・１１日・１８日　地曳網体験／土肥

６日～１２月２１日の毎火・金曜日　銀河バスツアー／土肥

７日～９日　桂谷八十八ヶ所巡礼／修善寺温泉場周辺

11月の毎土・日・月曜日・祝日

　天城越え『伊豆の踊子』まつり／旧天城トンネル

１７日～１２月５日　もみじまつり／修善寺もみじ林

中旬～１２月上旬　キウイフルーツ狩り／下船原

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

22日～１２月２日　もみじライトアップ／虹の郷

22日～１２月２日　修禅寺庭園秋の特別公開（有料）

　　　　　　　　

　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

修善寺子育て支援センター（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
子育て支援センター『すいすい』（認定こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

じびき



みんなの掲示板みんなの掲示板

　静岡県労働委員会が、解雇や賃金の未払いな
どの労使トラブルの円満な解決のお手伝いをし
ます。
　公益代表、労働者代表、使用者代表のあっせ
ん員が、労使がお互いに合意できる点を探りな
がら、話し合いによる解決を目指します。あっせ
んは、秘密厳守で、無料です。
　まずは、お気軽にご相談ください。
問合せ／静岡県労働委員会事務局調整審査課
☎０５４（２２１）２２８７

❖ご存じですか？労働委員会
～雇用のトラブル まず相談～

　県では、県民生活センターなど県下4カ所に
労働相談窓口を設け、労働に関する問題につい
て労使双方から幅広く相談に応じています。
相談内容／労働条件に関すること、雇用に関す
ること、勤労者福祉に関することなど
面接相談を希望する場合／①時間：平日9時～
12時、13時～16時②場所：東部県民生活センタ
ー（沼津市大手町1-1-3）
電話相談を希望する場合／フリーアクセス☎
0120（9）39610へお問い合わせください。
※携帯電話、IP電話などの場合は、東部県民生
　活センターへおかけください。
メール相談の場合／静岡県就業支援局労働政
策課のメール相談フォームをご利用ください。
http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa
-210/roudousoudan/mailsoudan.html
問合せ／東部県民生活センター
☎055（951）9144

❖労働問題の相談は
最寄りの県民生活センターへ

❖『科学と技術のひろば』
～地球環境の持続発展・エコを目指して～　

❖大切な人への贈り物にいかが
～竹の子母さん冬の贈り物～

とき／11月16日・30日（金）、12月3日（月）・19
日（水）　いずれも13時30分～16時（全４回）
ところ／函南町保健福祉センター
（函南町平井717-28）
内容／○こころの病を理解する
○家族の対応の仕方と医療機関との付き合い方
○家族と本人を支える地域の社会資源と制度、
　家族の体験談
○薬との付き合い方
対象／
○県東部市町に在住または通勤しているこころ
　の病（主に統合失調症）を抱える人のご家族
○原則として4回すべての講座を受講できる人
その他／先着30人です。11月15日（木）までに
電話でお申し込みください。
申込み・問合せ／静岡県東部健康福祉センター
障害福祉課☎055（920）2087

❖ノルディックウォーキング
指導者養成講習会参加者募集

　ひざ楽体操は、いすに座った運動とストレッチ
です。運動に自信がある人ない人、誰でもでき
る体操です。
　まずは、一緒にやってみましょう！
とき／１０月１0日・１7日・２4日・31日、１１月7日・
21日・28日、１２月5日・１2日・19日（水）（全１０回）
1０時～１０時４５分
ところ／小川区公民館
料金／全１０回コース　２，０００円
対象／ひざの痛い人（要医師の許可）
持ち物／バスタオル、小タオル、飲み物
申込方法／中伊豆室内温水プール受付にて、申
し込み用紙に必要事項をご記入ください。
問合せ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
☎（75）7575

❖無理せず楽しく長く続けよう！
ひざ楽体操教室参加者募集

❖家族のための精神保健福祉講座 ❖介護職の魅力にふれてみませんか？
（地域介護力向上促進事業）

とき／11月3日（土・祝）9時～15時
ところ／小川区公民館
内容／講義（1時間）、実技（4時間）
講師／NPO法人日本ノルディックウォーキング
協会 マスタートレーナー 伊藤 義昭 氏
案内人／水野 隆一郎 氏
定員／先着10人（新規・更新）
※新規の人を優先的に受け付けます。
参加費／新規の人：12,500円（テキスト代など
を含む）、更新の人：5,000円
持ち物／飲み物、弁当、筆記用具、ノルディック
ポール（持っている人）、雨具（雨天の場合）
※無料のレンタルポールもあります。
※運動のできる格好でお越しください。
申込方法／所定の申込用紙に必要事項を記入
の上、参加費とともに提出してください。
申込み・問合せ／
中伊豆室内温水プールふれっぷ☎（７5）7575

　伊豆総合高校と沼津工業高校、神奈川工科大
学による『ものづくり』の魅力や夢、エコや環境
への取り組みを小中学生に伝える企画です。各
校の研究発表やミニ講座も行います。
とき／10月27日(土)10時30分～15時30分
ところ／三島商工会議所（三島市一番町２-29）
内容／○研究展示ブース：伊豆総合高校、沼津
　工業高校、神奈川工科大学の各専門学科の
　研究展示(体験も可能)と学科紹介、三島市内
　中学生の作品展示
○体験教室：家電の解体(当日受付)、ＬＥＤ消しゴ
　ム製作(先着200名)など
対象／小中学生(親子での参加も可能)
その他／参加無料です。公共の交通機関をご利
用ください。
主催／静岡県工業高等学校長会、神奈川工科
大学
問合せ／伊豆総合高校☎（72）3322

　伊豆市農業振興会生活研究部会では、大好評
の『竹の子母さん冬の贈り物』を、今年も次のと
おり発送します。
内容／①生ワサビ②ワサビ三杯酢漬③ワサビ漬
④ユズ味噌⑤ビオラ⑥干しシイタケ⑦米粉のケ
ーキ（酒粕入）⑧天城味噌⑨ソバ⑩まぜご飯の素
料金／１セット３，2００円（別途送料全国一律６００円）
数量／先着限定４００個
発送日／１２月7日（金）
受付期間／１１月12日（月）～16日（金）
各日9時～16時
申込方法／電話またはFAXでお申し込みくださ
い。
支払方法／郵便振り替え
※申し込み受け付け後に別途案内します。
申込み・問合せ／
竹の子母さんの家☎・FAX（８７）１３１３

　介護職への理解、興味を持っていただくため
の介護講座を実施します。
　子育てが一段落した主婦、地域の介護ボラン
ティア養成、就職を希望する学生などお気軽に
ご参加ください。
とき／11月3日・10日・17日(土)
9時30分～15時30分
ところ／伊豆中央ケアセンター
内容／１日目：施設紹介、高齢者の病気と介護など
２日目：認知症を理解しよう、食事介助の体験など
３日目：介護体験、意見交換、就職情報提供など
定員・受講料／１回３０人　無料
持ち物／上履き(スリッパ不可)、エプロン、筆記
用具、動きやすい服装
※昼食は施設での介護食を試食します。
その他／詳細はお問い合わせください。
問合せ／伊豆中央ケアセンター
担当：鈴木・大島☎（７２）８１１１



❖田方消防本部主催
普通救命講習Ⅱ受講者募集（参加無料）

　この大会は、地域の皆さんが集う福祉の場で
す。ボランティアの皆さんには、会場の準備、案
内、片づけ、ブースや式典の対応などをお手伝
いいただきます。関心のある人は、ぜひご連絡
をお願いします。　
募集対象者／高校生以上
活動日時／12月1日（土）9時～16時
※終日でなくても構いません。
活動場所／生きいきプラザ
問合せ／伊豆市社会福祉協議会☎（83）3013

❖忙しいあなたにオススメ
ご存じですか？マンモグラフィーサンデー

❖市民ハイキング参加者募集
（伊豆市ハイキング連盟主催）
　紅葉映える四尾連湖（しびれこ）と富士山
展望の甲州蛾ヶ岳（ひるがたけ）へハイキング
に出掛けてみませんか。
とき／ 11 月 11 日（日）5 時 30 分土肥松原
公園集合、6時 30分修善寺駅集合
目的地／蛾ヶ岳（山梨県市川三郷町）
参加費／大人 3,000 円、小中学生 2,000 円
募集人員／ 90 人（伊豆市内および近隣の人）
申込み・問合せ／伊豆市ハイキング連盟 竹端
☎・FAX（83）4512　木村☎・FAX（72）1232

とき／１１月３日（土・祝）９時～１４時※小雨決行
ところ／県きのこ総合センター（修善寺4279-5）
内容／生・干しシイタケなど伊豆特産品の展示
即売、焼きシイタケ・シイタケ炊き込みご飯など
の料理試食、天城連峰太鼓演奏、izuオカリナサ
ークル（風の音）の演奏など
駐車場／もみじ林駐車場、修善寺梅林駐車場
※いずれも無料です。約200台駐車できます。
問合せ／静岡県きのこ総合センター振興協議会
☎（72）1135

　旧中伊豆生涯学習の仲間が立ち上げた山の会
です。今では、市内全域、また市外の人にも入会い
ただいています。和気あいあいとした会です。
内容／山行（月1回）、例会（月1回）、山小屋泊まり
特別山行（年1回）
入会条件／条件はありませんが、体力的にお断り
する場合があります。
年会費／4,850円（スポーツ保険代含む）
申込み・問合せ／はつらつ山の会 代表 小森
☎（72）3505

❖行政書士無料相談所開設
のお知らせ

❖伊豆市社会福祉大会
運営ボランティアを募集！！

❖10月はふじのくに『スポーツ推進月間』
金哲彦氏講演会 参加者募集

❖新規運転ボランティア講習会
参加者募集

❖秋の味覚を満喫
～きのこ祭り（入場無料）～

❖登山仲間募集中！！
『はつらつ山の会』からのお知らせ

　静岡県行政書士会田方支部は、次のとおり無
料相談所を開設し、皆さんの相談に応じます。
行政書士は、頼りになる街の法律家です。お気
軽にご利用ください。
とき／10月25日（木）9時30分～11時30分
ところ／生きいきプラザ
主催／静岡県行政書士会田方支部
問合せ／静岡県行政書士会田方支部
☎（76）7789

とき／１０月２７日（土）１０時～１２時（受付９時３０分）
ところ／修善寺総合会館
定員／先着１５０人
講師／NPＯ法人日本ランナーズ 代表 金 哲彦氏
申込方法／１０月４日（木）までに、市内体育
施設に設置してある申込書を FAX または郵送
で提出してください。
申込み・問合せ／〒420-8601 静岡市葵区追
手町 9-6　静岡県教育委員会スポーツ振興課
☎054（221）3287 FAX054（273）6456

　身近な環境問題やごみ問題を、リサイクル品
の抽選会や展示などを通じて学ぶイベントです。
とき／10月27日（土）9時30分～14時
ところ／伊豆の国市韮山時代劇場ひだまり広場
（伊豆の国市四日町772） 
内容／リサイクル品抽選会、フリーマーケット、
リサイクルファッションショーなど
問合せ／伊豆の国市環境衛生課
☎055（949）6805

【伊豆の国市】
❖リサイクル祭りIN伊豆の国2012

　運転ボランティアとは、車いすで外出するこ
とが困難な人に対して、移送サービスの運転手
をしていただくボランティアです。
とき／10月19日（金）13時30分～
ところ／中伊豆保健福祉センター
持ち物／運転免許証
申込方法／10月16日（火）までにお申し込みく
ださい。
申込み・問合せ／伊豆市社会福祉協議会
☎（83）3013

　AED（自動体外式除細動器）を使用した心肺
蘇生法や止血法などの講習です。
とき／１１月１0日（土）９時～１３時
ところ／田方消防本部３階研修室（伊豆の国市白山堂)
募集人員・対象／先着５０人　伊豆市、伊豆の国
市、函南町に在住または在勤者
申込期間／１０月１3日（土）～１１月3日（土・祝）
申込み・問合せ／中消防署☎（76）0119、北消
防署☎055（978）0119、南消防署☎（74）
0119、南消防署西出張所☎（98）0119

❖資源・リサイクルフォーラム
（入場無料・申込不要）
とき／10月17日（水）14時～16時30分
ところ／グランシップ
（静岡市駿河区池田 79-4）
内容／○基調講演 ： 『3Rの推進に向けての新た
　な展開』 高月 鉱さん
○特別講演：環境落語『笑って身につくエコラ
　イフ』など 林家 時蔵さん
主催／静岡県
問合せ／静岡県廃棄物リサイクル課
☎054（221）2426

　ジャパン・マンモグラフィ－サンデーとは、仕事
が忙しいなど乳がん検診を受けられない人が、
日曜日にマンモグラフィー検査を受けられるよ
うにしている活動です。ぜひ利用してください。
とき／１０月21日（日）9時～11時
ところ／伊豆保健医療センター
定員／先着20人※要事前予約
その他／市で実施している乳がん検診も対象
になります。詳細はお問い合わせください。
問合せ／伊豆保健医療センター☎（７６）６８２０

❖TDSフェスティバルを開催
（田方自動車学校主催）
とき／11月3日（土・祝）10時～15時
ところ／田方自動車学校（函南町間宮489-1）
内容／飛龍高校和太鼓部・田方農業高校吹奏楽
部演奏、各種ステージパフォーマンス（フーセン
パホーマーバルーン瞳、マジック不思議屋、ドル
ヒィンリング一輪車）、豪華賞品が当たる抽選会
その他／入場無料、申込不要です。当日お越し
の際には、できるだけ公共交通機関をご利用く
ださい。
問合せ／田方自動車学校☎055（978）2452
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